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はじめに 

 

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室は、平成２２年３月に文部科学大臣から教育関係共

同利用拠点（拠点名：教職員能力開発拠点）として認定され、第１期（平成２２～２６年

度）、第２期（平成２７～令和元年度）を通じて、高等教育の質を高める専門家の育成を目的

としたＦＤ／ＳＤ／ＩＲプログラムの開発・提供に取り組みました。令和２年４月からは、第

３期（令和２～６年度）に入り、個々の教職員に対する支援に留まらず、全国の大学のカリキ

ュラム、制度、リーダーシップ等の改善に向けた支援、すなわち「組織開発支援」を重視した

取組を行ってまいりました。そして、令和６年７月には、これまでの取組の成果が認められ、

令和７年４月から令和１２年３月までの５年間の継続認定を受けました。この第４期は、これ

までの経験や知見の蓄積により開発した「愛媛大学モデル」の研修による専門人材の養成や養

成した専門人材のフォローアップ、ニーズに応じた研修の開発と実施、各種組織との協働を通

じて、行動変容と組織開発につながる教職員能力開発の実現を目指してまいります。 

さて、本年度（令和６年度）は第３期の最終年度として、これまでの取組を着実に進めてい

くとともに、広報やオンデマンドコンテンツの充実にも力を入れました。 

重点事業に位置づけている「専門家・指導者の養成と支援」のための研修については、ＳＤ

コーディネーター養成講座とカリキュラム・コーディネーター養成講座を大阪で開催し、２講

座合計で５５人の方に参加いただきました。研修受講者の満足度も９５．７％と好評を得るこ

とができました。 

また、教職事務担当者研修（初級編）や教務事務担当者講習会（初級編）を開催し、全国の

教務事務初任者の基礎知識取得を支援したほか、プレＦＤとして教授法入門を開講し、本学の

指導補助者の養成、教育体制の充実を図りました。 

さらに、高等教育機関向けに「教職員能力開発（ＦＤ・ＳＤ）に関する情報を発信する「ぼ

っちゃんメーリングリスト」の運用を開始し、５００人を超える方にご登録いただきました。

オンデマンドコンテンツに関しても、ＹｏｕＴｕｂｅ「愛媛大学ＦＤ・ＳＤチャンネル」に５

８本の動画を公開するとともに、登録者数３００人を達成し、多くの方に本拠点の取組をお届

けする体制を築くことができました。 

今後も新しい分野の研修や教材の開発を続けるとともに、時流に沿った事業を行うよう努力

して参ります。引き続き本拠点が、全国の大学のカリキュラムなどの組織的な改善に貢献でき

ますようお力添えを賜りたく、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

令和７年３月 

国立大学法人愛媛大学長  仁 科 弘 重 



 

令和６年度「教職員能力開発拠点」活動報告書 
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1．愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室について

（１）組織概要

ミッション

教育･学生支援機構長の指示のもと、愛媛大学の教育に関する諸課題について調査･研究等を行う

とともに、その成果をもとに教育施策を企画し、本学の教育改革を推進すること。

教育企画室の業務（規程第３条及び第９条） ※Ｐ.５２～５３参照 

１． 全学的な教育企画、教育改革等に関すること。

２．全学的な教育課題に係る調査、研究等に関すること。 

３．教職員の能力開発の実施に関すること。

４．四国地区大学教職員能力開発ネットワーク事業に関すること。

５．教職員能力開発拠点事業に関すること。

６．その他教育開発に係る調査、研究等に関すること。  

※上記の成果を、他の高等教育機関等の利用に供することができる。

沿革 

１９９３年度：旧教養部を改組して、大学教育研究実践センター（学内施設）が設置。

２００１年度：大学教育総合センター（学内施設）となる。 

２００２年度：大学教育総合センター（省令施設）となる。

２００４年度：教育・学生支援機構の設置に伴い、大学教育総合センターが廃止され、機構のセン

ターの１つとして、教育開発センター（共通教育部・教育開発部）が設置。

２００５年度：スタディ・ヘルプ・デスク（ＳＨＤ）を設置。 

２００６年度：愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室を設置。 

教育コーディネーター制度の導入。 

愛媛大学教育改革促進事業（愛大教育改革ＧＰ）創設。 

２００８年度：「戦略的大学連携支援事業」に、「『四国地区大学教職員能力開発ネットワーク』

による大学の教育力向上（代表校：愛媛大学）」が採択。 

※四国地区の国立大学と近隣公私立大学等の連携により「四国地区大学教職員能力

開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）」を形成。 

２０１０年度：「教職員能力開発拠点」（認定の有効期間：平成２２年４月１日～平成２７年３月

３１日）として、文部科学大臣から教育関係共同利用拠点として認定。 

「ＦＤカレンダー」の発行開始（２０１７年度まで継続）。 
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２０１２年度：「愛媛大学学生として期待される能力～愛大学生コンピテンシー～」制定。 

２０１４年度：愛媛大学独自のテニュア・トラック制度（現：テニュア教員育成制度）の導入。 

２０１５年度：「教職員能力開発拠点」に再認定（認定の有効期間：平成２７年４月１日～令和２

年３月３１日）。データから考える愛大授業改善発行開始。 

２０１６年度：大学教育イノベーション日本（ＨＥＩＪ）設立（同時に愛媛大学加盟、２０１９年

から教育企画室教員が代表を務める）。 

２０１７年度：教育企画室教員がシリーズ編者として、２０２１年までに「看護教育実践シリーズ」

全５冊（医学書院）を刊行。 

２０１８年度：「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）」設立１０周年。 

２０１９年度：教育企画室教員がシリーズ編者として、２０２１年までに「大学ＳＤ講座」全４冊

（玉川大学出版部）を刊行。 

２０２０年度：「教職員能力開発拠点」に再々認定（認定の有効期間：令和２年４月１日～令和７

年３月３１日）。 

２０２１年度：「大学教職員のための４８冊」を刊行。 

２０２２年度：教育企画室教員がシリーズ編者として、「シリーズ大学教育の質保証」全３冊（医 

  学書院）を刊行開始。 

「愛大トランスファラブルスキル」の制定。 

２０２３年度：「愛媛大学学生として期待される能力～愛大学生コンピテンシー～」改訂。 

「愛媛大学ＦＤ・ＳＤチャンネル」Ｙｏｕｔｕｂｅ／Ｘ（Ｔｗｉｔｔｅｒ）開設。 

２０２４年度：愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室プロジェクトフェロー/愛媛大学認定研修

講師を設置。 

ぼっちゃんメーリングリストの運用開始。 

教育企画室教員が編者として、「大学ＳＤ講座５大学教育の国際化」（玉川大学出

版部）を刊行。 

「大学教職員のための５６冊」を刊行。 
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（２）スタッフ紹介 
 
 教育企画室には、実践経験と研究業績を兼ね備えた、高等教育開発を専門とするスタッフが配

属されている。 

 

＜スタッフ＞ 

氏  名 所 属・職 名 専  門 

中井 俊樹 

– NAKAI Toshiki  

学長特別補佐、教育・学生支援機

構副機構長、教職員能力開発拠点

代表者、教育企画室長 教授 

高等教育論、人材育成論 

（ＳＤＣ資格取得者） 

高木 佳代子 

– TAKAGI Kayoko  

教育企画室副室長、教育センター

事務課長（兼就職支援課長） 

ＳＤ、メンタルヘルス 

（ＳＤＣ資格取得者） 

中山 晃 

– NAKAYAMA Akira 
教育企画室 教授 応用言語学、英語教育 

カワモト・ジュリア・ミカ 

– KAWAMOTO Julia Mika 
教育企画室 教授 応用言語学、教授言語、教員研修 

清水 栄子 

– SHIMIZU Eiko 
教育企画室 准教授 

高等教育論、学習支援 

（ＳＤＣ資格取得者） 

上月 翔太 

– KOZUKI Shota 
教育企画室 講師 

高等教育論、西洋古典文学、 

未来思考 

真鍋 亮 

– MANABE Ryo 
教育企画室 特任助教 高等教育論、教育経済学 

葛西 崇文 

– KASAI Takafumi 
教育企画室 特任助教 

知覚心理学、ＳＤ 

（ＳＤＣ資格取得者） 

 

＜事務局＞ 

氏  名 所 属・職 名 

桐野 律子 

–KIRINO Ritsuko 
教育学生支援部長、教育企画課長 

 ※教育学生支援部教育企画課において事務局業務を実施 

 

＜認定研修講師とプロジェクトフェロー＞ 

今年度より、上記スタッフに加え、高い専門性のもと研修講師を担う学内教職員を「認定研修

講師」、教職員能力開発に係る研修の企画、実施等に参画する学外有識者を「プロジェクトフェ

ロー」として任命し、より幅広い教職員能力開発を展開できる体制を整えている。 
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２．教職員能力開発拠点について

（１）教職員能力開発拠点の認定について

 教育関係共同利用拠点制度は、多様化する社会と学生のニーズに応えつつ質の高い教育を提供し

ていくために、各大学の有する人的・物的資源の共同利用等を推進することで大学教育全体として

多様かつ高度な教育を展開していく取組を国が支援することを目的として創設された制度である。 

 愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室は、これまで行ってきた教職員能力開発のための研修講師

の派遣や独自に開発したＦＤ研修プログラムの提供及び「四国地区大学教職員能力開発ネットワー

ク（ＳＰＯＤ）」における教職協働など幅広い取組実績が評価され、平成２２年３月２３日に文部科

学大臣から教育関係共同利用拠点に認定された。本拠点のこれまでの実績と、他大学にも開かれ、か

つ他大学からの参加者の成長・習熟を担保できる拠点として発展が期待できる点が高く評価された

ことにより、平成２６年７月、令和元年８月にそれぞれ５年間の認定が継続された。そして、令和６

年７月にも同じく５年間の認定継続が決定した。他大学や諸学協会等との連携により、これまで提供

してきたプログラムの充実やＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／カリキュラム開発の専門家・実践的指導者の育成

を図り、全国の高等教育機関の組織的な向上を目指していく。 

◎拠点名：教職員能力開発拠点

◎認定施設の種類：大学の教職員の組織的な研修等の実施機関

◎認定の有効期間：平成２２年４月１日～平成２７年３月３１日（５年間）

平成２７年４月１日～令和２年３月３１日（５年間） 

令和２年４月１日～令和７年３月３１日（５年間）

令和７年４月１日～令和１２年３月３１日（５年間） 

◎代表者名：中井 俊樹

（愛媛大学学長特別補佐、教育・学生支援機構副機構長、教育企画室長 教授） 

（２）教職員能力開発拠点の実施体制について

 教育企画室が所属する教育・学生支援機構は、愛媛大学の教育理念と目標に沿い、教育の充実及

び学生の修学支援等の強化を図り、これらに伴う諸課題に対処し、迅速で効率的な意思決定を行う

ことを目的に設置された組織で、以下の業務を行っている。 

（教育・学生支援機構の業務） 

１．学士課程及び大学院課程の教育の改善及び充実に関すること。 

２．共通教育の企画及び実施に関すること。 

３．学生の受入れ、修学支援、課外活動支援、就職支援等の企画及び実施に関すること。 

４．その他、目的を達成するために必要な事項。 

 その中で、教育企画室は、教育・学生支援機構長（理事・副学長｟教育担当｠が兼任）の直属機

関として、機構長の指示のもと、愛媛大学の教育に関する諸課題について調査、研究等を行うとと

もに、その成果を実際の教育活動に適用し、愛媛大学の教育改革を推進することを目的として設置
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されている。また、教職員能力開発拠点の再認定を受け、これまで提供してきたプログラムの充実

や重点事業の推進を図り、全国の高等教育機関等の利用に供している。 

 教職員能力開発拠点は、教育学生支援部教育企画課及び総務部人事課と教職協働で教職員の能力

開発や教育改革の取組を行っている。 

また、教育企画室には、共同利用運営委員会及び共同利用推進会議を置いている。

共同利用運営委員会は、教職員能力開発拠点の運営に関する重要な事項を審議しており、教育企

画室員等の学内関係者のほか、学外の学識経験者４名もメンバーになっている（Ｐ.５４、５８参

照）。令和２年度以降の認定継続を受け、令和２年７月に同委員会において、「第３期教職員能力

開発拠点の事業等に関する基本方針」を策定した。

共同利用推進会議は、共同利用運営委員会が定める基本方針に基づき、共同利用の事業等を実施

するために必要な事項を審議しており、教職員能力開発拠点運営スタッフである教育企画課長や人

事課長がメンバーに入っている。（Ｐ.５５、５８参照） 

さらに、教職員能力開発拠点は、四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）、日本

高等教育開発協会（ＪＡＥＤ）、大学教育イノベーション日本（ＨＥＩＪ）や大学評価コンソーシ

アムなどの高等教育関係学協会、他の教育関係共同利用拠点等と各種プログラムで連携し、事業を

行っている。

（３）教職員能力開発拠点の事業計画について

令和２年度以降の認定継続を受け、令和２年７月に「第３期教職員能力開発拠点の事業等に関す

る基本方針」が共同利用運営委員会において策定された。この基本方針に基づき、毎年、事業計画

が立てられている。

  

第３期教職員能力開発拠点の事業等に関する基本方針 

令和２年７月１５日 
共同利用運営委員会決定 

１．事業目的 
本事業の目的は、全国の大学の教職員能力開発の質向上に寄与することにある。第３期（令和２

年度～６年度）は、第１期～第２期（平成２２年度～令和元年度）までの取組をさらに発展させ、研
修プログラムの提供による個々の教職員の能力開発支援だけでなく、教育改善に関する専門家・指
導者の養成や本拠点が開発したＦＤ／ＳＤモデルの提供などを通じ、全国の大学のカリキュラム、
制度、リーダーシップ等の改善に向けた支援、すなわち「組織開発（ＯＤ: Organizational Develo
pment）」支援に取り組み、各組織における自律的な教育改善の促進を目指す。 

２．事業内容 
教職員能力開発拠点（以下「拠点」という。）は、教職員能力開発に関する以下の事業を行う。 
①専門家・指導者養成と支援

✓ ＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／カリキュラム開発の専門家・実践的指導者の養成 等
②ＦＤ／ＳＤモデルの構築と普及
✓ 研修プログラムの開発・公開、情報発信、相談対応 等

③大学間連携ネットワークとの協働
✓ 他拠点等との協働による研修会の実施 等

３．実施体制 
✓ 外部有識者が過半数の共同利用運営委員会を置き、開かれた運営を行う。
✓ 教育企画室（教員組織）と教育学生支援部教育企画課及び総務部人事課（事務組織）が

連携・協働して事業を行う。
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令和６年度教職員能力開発拠点事業計画 

◇全体計画

教職員能力開発拠点（愛媛大学教育企画室）は、全国の教育関係共同利用拠点として、ＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／

カリキュラム開発の専門家・指導者の養成、本拠点が開発したＦＤ／ＳＤモデルの提供や個別相談も含めた長期

的なサポート等、各組織の自立的な教育改善を支援するための以下の事業を行うほか、他拠点やコンソーシアム

等との連携を強化し、大学間連携ネットワーク等への講師派遣・運営支援を積極的に行う。これらの取組を通

して、当拠点第３期の５年間（令和２～６年度）で延べ２５０機関の組織開発（ＯＤ：Organizational 

Development）支援を行うことにより、全国の大学の教職員能力開発の質向上を牽引する。 

◇事業内容

Ⅰ 専門家・指導者養成と支援

 令和６年度は、「ＳＤコーディネーター養成講座」、「カリキュラム・コーディネーター養成講座評

価編」、「大学教育国際化コーディネーター養成講座」を開催する。また、未経験者を含む教務・教職事

務の経験の浅い職員を対象に基礎知識を学習する教務・教職関係の講座を開催する。その他新規研修に

ついても実施を予定している。 

Ⅱ ＦＤ／ＳＤモデルの構築と普及 

 本拠点が開発したＦＤ／ＳＤモデルを活用しつつ組織開発支援を行う。具体的な組織開発支援のあり

方として、①研修講師派遣、②オンデマンドＦＤ／ＳＤコンテンツの発信、③ＦＤ／ＳＤに対する個別

相談対応、といったものが挙げられる。 

①については、１機関あたり複数回の研修実施または１回の研修とその前後におけるコンサルティン

グを含むものに力点を置き、他大学に対する継続的な組織開発支援を図る。②については、ＹｏｕＴｕ

ｂｅチャンネル等でオンデマンドのＦＤ／ＳＤ教材を公開し、他大学がＦＤ／ＳＤ研修や教職員の自学

自習教材として活用することにより、他大学の自立的な組織開発を支援することを意図している。③に

ついては、他大学のニーズに対応する形で個別相談や訪問対応等を行う。その際、相談や訪問対応から

研修やコンサルティングのニーズを掘り起こす等により、今後の発展的な組織開発支援の可能性及び本

拠点の第４期事業のあり方も検討していく。 

また、研修や動画の広報に活用するため、メーリングリストを開設する。さらに、令和５年度に実施

したスタッフ・ディベロップメント・コーディネーター（ＳＤＣ）取得者へのアンケート及びインタビ

ューを元に、ＳＤＣ認定の取組について教育学術新聞に寄稿することで、本拠点及び拠点ＳＤＣの広報

を展開していく。 

Ⅲ ＦＤ／ＳＤ活動を行う大学間連携ネットワーク等との協働 

他拠点やコンソーシアム等に対し、研修の共催や講師派遣、委員としての参画を中心とした連携を行

う。また、「教職事務担当者講習会（初級編）」と「教務事務担当者講座（初級編）」は大学教務実践

研究会と連携して実施する。さらに、教職員能力開発拠点所属教員が代表を務めている日本高等教育開

発協会（ＪＡＥＤ）等との活動を通じて、第４期事業に向けて、大学教育の開発を進める組織との連携

をさらに推進していく。 
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３ 令和６年度の事業報告 

（１）令和６年度事業の総括

 愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室は、令和元年８月に教育関係共同利用拠点として３度目

の認定を受け、令和２年４月に第３期の事業をスタートさせた。第３期最終年度の今年度は、第３

期の締めくくりとして、各種取組を着実に進めた。また、第４期に向けて拠点の機能強化・拡充、

学内の協力体制の充実を図るため、高い専門性のもと研修講師を担う学内教職員を「認定研修講師」、

教職員能力開発に係る研修の企画、実施等に参画する学外有識者を「プロジェクトフェロー」とし

て任命した。以下、今年度の取組状況を総括する。 

① ＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／カリキュラム開発の専門家・指導者の養成・支援

今年度は、ＳＤコーディネーター（ＳＤＣ）養成講座とカリキュラム・コーディネーター養成講

座の２講座を大阪で同時開催し、全国からあわせて５５名の参加があった。ＳＤＣやカリキュラム・

コーディネーターに求められる基礎的な知識等を学びつつ、ＳＤの企画案やカリキュラムの課題解

決案を作成しグループで共有するなど、実践的な手法も検討した。 

ＳＤＣ養成講座は隔年で開催しているが、第３期事業では初めて対面での開催となった。ＳＤＣ

資格取得者が講師となり研修を実施したことで、「モチベーションが上がった」「経験談に説得力が

あった」といった声がみられた。 

カリキュラム・コーディネーター養成講座は、昨年度に引き続き２年連続での開催となったが、

今回はカリキュラムの改善において特に重要となる「学習成果の評価」に焦点を当て、その具体的

な方法や留意点を学習した。「他大学の学習成果の評価について多くの情報を得られた」「教員の参

加も多く、教員目線での意見を聞くことができ新鮮だった」といった声もあり、カリキュラム構成

を担当する教職員同士で意見交換を行う中で、新たな気づきを得られた様子であった。 

② 研修プログラムの提供

教職員個々の能力開発から組織レベルの教育力向上まで、幅広く高等教育機関で活用できる知識

やスキルを習得できるよう、全１５プログラムを提供し、学内外から３２９名（令和７年３月２０

日現在）の参加があり、事後に行ったアンケートにおいても高い満足度を得ることができた。 

 また、ＦＤ・ＳＤに関するオンデマンド教材を開発し、昨年開設したＹｏｕＴｕｂｅチャンネル

（愛媛大学ＦＤ・ＳＤチャンネル）に公開しており、チャンネル内でのコンテンツ数は７５本（令

和７年３月２０日現在）となった。 

③ 研修講師派遣

多種多様な研修のニーズに対応できるメニューと体制を整え、今年度は４５機関に対し、５４件

の講師派遣を行った（令和７年３月２０日現在）。また、対面やオンラインだけでなく、それらを組

み合わせたハイブリット方式や当日の録画データを後日視聴して受講するオンデマンド方式等、受

講者のニーズにあわせた方法で研修を実施した機関も多くみられた。それぞれの利点を活かしたプ

ログラム構成を実施機関と相談の上、組織で必要とされる人材育成の取組等に、本拠点のノウハウ

を提供した。 
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④ 情報発信 

 学内外のＩＲに関する取組を掲載した「ＩＲ Ｎｅｗｓ Ｖｏｌ．１２」を作成し、愛媛大学の取

組や研究成果を学内外に発信した。また、教育・学生支援機構が毎年刊行している「大学教育実践

ジャーナル」については、高等教育の発展に資する研究論文や事例報告を掲載した第２４号を発行

した。 

 また、今年度から教職員能力開発（ＦＤ・ＳＤ）に関する情報を配信するためぼっちゃんメーリ

ングリストの運用を開始した。メーリングリストに登録した会員は６１５名（令和７年３月２０日

現在）となり、メーリングリスト会員は、情報を受信するだけでなく自ら投稿することも可能で、

これまでに１１９件（令和７年３月２０日現在）の配信を行った。 

 

⑤ＦＤ／ＳＤ活動を行う大学間連携ネットワーク等との協働 

ＳＤＣ養成講座とカリキュラム・コーディネーター養成講座は、近畿大学ＩＲ・教育支援センタ

ーおよび大学コンソーシアム大阪と共催し、協働で取り組んだ。その他、全国規模のネットワーク

組織等に講師派遣を行うなど、大学教育の開発を進める組織等との連携を深めた。 

 

【組織開発支援】 

 本拠点事業第３期は、全国の大学のカリキュラム、制度、リーダーシップ等の改善に向けた支援、

すなわち「組織開発（ＯＤ: Organizational Development）」支援に取り組み、各組織における自律

的な教育改善の促進を目指すことを重点取組としている。今年度は、研修実施や講師派遣、コンサ

ルティング等を通して、４４機関への組織開発支援を実施した（令和７年３月２０日現在）。 

 引き続き、それぞれの機関の実情や要望にあったプログラムによる研修やコンサルティングを実

施するとともに、現状に即した新たなプログラムを開発し、全国の高等教育機関への支援を拡げて

いく。 
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（２） 令和６年度活動実績

Ⅰ．専門家・指導者養成と支援 

各大学等において自立的にＦＤ、ＳＤ及びＩＲを推進できる専門家・実践的指導者の養成

は、特に高い波及効果が期待できるため、高等教育の質向上に大きく資することのできるニ

ーズの高い事業の一つとなっている。本拠点では、第１～２期からＦＤ／ＳＤ／ＩＲ推進の

専門家・実践的指導者の養成に重点的に取り組み、これに加えて第３期からは新たにカリキ

ュラム開発の専門家・指導者養成についても取り組んでいる。 

今年度は、ＳＤ／カリキュラム開発分野の２講座を近畿大学にて開催した。これらの講座

では、知識や実践的なスキルを習得するだけでなく、自大学の課題に即したアクションプラ

ンを個別に構築しグループで共有することで、他大学の状況も参考に具体的な改善策を持ち

帰ることができるプログラムとなっている。さらに受講者の行動変容や所属組織改善への取

り組み等について、事後アンケートやフォローアップ等を通じた質的分析を行っている。 

ａ．ＳＤの実践的指導者の養成・支援 

本拠点では、職員の能力開発に関する知識・技術を習得し、特定の認定基準を満たしたＳ

Ｄの実践的指導者のことを「ＳＤコーディネーター（ＳＤＣ）」と称しており、今年度は学

外者１名を新たにＳＤＣとして資格認定した。これまでのＳＤＣ資格認定者は４３名にのぼ

り、それぞれが自校及び学外でのＳＤ推進に貢献している。 

ＳＤＣ（スタッフ・ディベロップメント・コーディネーター：ＳＤの実践的指導者）とは 

職員の能力開発に関する知識・技術を修得し、以下４点を担うことのできるＳＤ実践的指導者 

（１）大学等における人材育成ビジョンの構築の援助

（２）各大学等におけるＳＤプログラムの企画・立案

（３）職員のキャリア開発

（４）人材育成を目的とした目標管理制度などの企画・立案

※スタッフ・ポートフォリオとは、ＳＰＯＤ（四国地区大学教職員能力開発ネットワーク）が開発した職

員の業績記録の一形態であり、職員としての業績を具体的な裏付け（エビデンス）に基づき振り返る

ことにより、自らの成長をあらためて認識できるものをいう。

ＳＤＣの資格認定基準（令和５年度から） 

１．高等教育機関のＳＤの推進に対する意欲と展望を有している。 

２．高等教育機関におけるＳＤプログラム開発・企画・評価の手法を修得している。 

３．本拠点が主催するＳＤＣ養成講座を修了している。もしくは、修了した者と同等の能力

があると認められる。  

４．所属機関以外が主催する研修の複数回の講師経験がある。  

５．講師として効果的な研修を担当できる。 
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■８月８日（木）～９日（金）開催 ＳＤコーディネーター（ＳＤＣ）養成講座 

 本講座は、職員の能力開発の実践的指導者になるため、その役割や求められる能力を理解し、

実際のＳＤ推進に活用できる具体的手法を身につけることを目的としている。今年度は、近畿大

学ＩＲ・教育支援センター、大学コンソーシアム大阪との共催で近畿大学にて開催し、全国から

１９名（職員１８名、教員１名）の参加があっ

た。参加者ははじめに、キャリア開発や人材育成

ビジョンについての知識・手法、研修プログラム

の企画、運営、評価に関する基礎を学んだ。その

後、実際にＳＤプログラムを開発するワークに取

り組み、講師との個別面談でアドバイスを受け、

ブラッシュアップを重ねた後にグループ内で発表

を行い、参加者同士で共有した。 

 

【事後アンケート結果】 

①研修は全体的に満足できるものだった。 100％（そう思う＋どちらかと言えばそう思う） 

②知識やスキルを身につけることができた。100％（そう思う＋どちらかと言えばそう思う） 

 

【参加者からの声】 

 持ち込んだ研修企画に対して、改善や懸念点を指摘いただいたことはもちろん、応援の意見も

たくさんいただけて、モチベーションが上がりました。 

 講師陣の皆様もＳＤＣ養成講座を受講・修了され、さらに経験と研鑽を積まれて登壇されてい

てまさにＳＤＣの手本となるような内容ですべてが参考になりました。 

 

 

ｂ．カリキュラム開発の専門家（カリキュラム・コーディネーター：ＣＣ）の養成・支援 

大学の質保証に向けた取組が求められる中、カリキュラムマネジメントの重要性はますます高

まっている。カリキュラムは、大学の教育理念や教育目的にそって大学教職員が主体的に編成す

るべきものであるが、一方、カリキュラムマネジメントは専門的知識を要する活動であるため、

カリキュラムマネジメントを担う人材の育成が大きな課題となっている。本拠点では、第３期か

らの新規事業として、カリキュラム開発の専門家を養成することを目的に、「カリキュラム・コ

ーディネーター養成講座」を開講している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＣ（カリキュラム・コーディネーター：カリキュラム開発の専門家）とは 

 大学の教育理念を実現するために、計画・実施・評価・改善のサイクルを通して、カリキュラム

の課題を解決することができる専門家 
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■８月８日（木）～９日（金）開催 

カリキュラム・コーディネーター養成講座－学習成果の評価の方法と体制－ 

近畿大学ＩＲ・教育支援センター、大学コンソーシアム大阪との共催および日本高等教育開発

協会の後援により、近畿大学にてＳＤＣ養成講座と同時開催した。昨年度に引き続いての開催と

なったが、今回は「学習成果の評価の方法と体

制」をテーマにカリキュラムの編成や評価を担当

している教職員を対象として募集を行った。その

結果、全国から３６名（教員１６名、職員２０

名）が参加した。 

講座では、１日目にカリキュラム評価の意義や

方法、学習成果の評価の現状と課題について学

び、２日目に個人でカリキュラムの課題解決案を

作成しグループ内で発表と意見交換を行った。 

 

【事後アンケート結果】 

①研修は全体的に満足できるものだった。93.5％（そう思う＋どちらかと言えばそう思う） 

②知識やスキルを身につけることができた。96.8％（そう思う＋どちらかと言えばそう思う） 

 

【参加者からの声】 

 新たな知見を得ることができただけではなく、これまでに得ていた知識についても、漠然とし

ていたものが、はっきりとイメージすることができた。 

 講師との面談の機会、グループワーク、最後の発表での意見交換等、自大学の事例に対して意

見を頂ける機会が多かった点が大変良かった。 

 類似業務に従事している教職員との情報交換を通じて、本学の取り組みの妥当性と改善の必要

性を考えることができた。 
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ＳＤコーディネーター
(ＳＤＣ)養成講座

日程：令和6年8月8日（木）～ ９日（金）
会場：近畿大学東大阪キャンパス(対面開講）
対象：SDを担当した経験がある、または今後担当予定がある教職員

※民間企業等に勤務されている方の参加はお断りしております。
※2日間全プログラムに参加できる教職員の方に限ります。

5月13日（月）正午 ～ 7月5日（金）正午
グループワークのため、班分け名簿を作成します。名簿には、氏名・学校名・所属・職種・職名

のみ記載します。
定員人数（２０名）に到達次第、募集を締め切ります。お早めにお申し込みください。受付完了

後、確認メールを送信します。いただいた情報は、本講座以外に使用することはありません。
多くの機関の方々にご参加いただくため、同一機関からのお申し込みが多数の場合は、全体

のお申し込み状況により受講を制限させていただくことがあります。
参加費の支払い方法について

研修終了後、申し込み時にフォームへ記載いただいた「振込用紙送付先」へ振込用紙をお送
りします。届きましたら、期限までにお支払いください。
なお、お申し込み後にキャンセルされた場合も参加費は請求させていただきます。

研修の効果を確認するため、事後アンケートにご協力をお願いいたします。
全プログラムの受講者には修了証をお渡しします。

お申し込みはWebから https://web.opar.ehime-u.ac.jp

１．人材育成ビジョンの意義を理解したうえで、その構築手法を説明することができる

２．自らのキャリアを開発するために、スタッフ・ポートフォリオ（ＳＰ）を作成することができる

３．職員のキャリア開発を支援するために、メンタリングを行うことができる

４．ＳＤの実践力を身につけるために、ＳＤプログラムを企画・運営・評価することができる

５．ＳＤに関する多様な考え方や経験を尊重し、共に学び合う雰囲気をつくることができる

お申し込み ★参加費：4,000円

先着２０名

職員の能力開発（ＳＤ）の実践的指導者（ＳＤコーディネーター／ＳＤＣ）になるため、その役
割や求められる能力を理解し、実際のＳＤ推進に活用できる具体的手法を身につける。

実施目的

到達目標

教職員能力開発拠点事業

SDコーディネーターとは「職員の能力開発に関する知識・技術を修得し、SDの実践的指導者として適
切な能力を有すると認められる者」のことです。※認定基準、認定の流れはこちらをご参照ください。
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８：３０ 受付開始
９：００ オープニング・オリエンテーション 【清水】
９：３０ 大学職員の能力開発を理解する 【竹中】

10：４０ スタッフ・ポートフォリオとメンタリングを理解する
【高木】

１１：４０ 休憩
12：40 メンタリングを実践する 【佐藤】
１４：００ 研修プログラムを企画・運営する 【葛西】
１５：１０ 研修プログラムを評価する 【宮原】
１６：２０ 演習：事前課題の共有 【全講師】

※事前課題で提出したＳＤの企画案について、
問題点や講義を聞いて改善しようと思った点
などを共有。

※翌日の個別相談の予約（希望者のみ）
17：３０ 終了

９：００ 人材育成ビジョンの構築とＳＤの体系化を図る
【近藤】

10：10 演習：ＳＤの企画案の作成と個別相談
【全講師】

※個別面談：1人10分
※途中で昼休憩1時間

１４：００ 演習：ＳＤの企画案の共有 【全講師】
1５：１0 全体共有と振り返り 【清水】
１５：５５ クロージング
１６：００ 終了

① スタッフ・ポートフォリオの作成
当日までに作成し、ご自身で2部印刷して持参
ください。

② ワークシートの作成
自大学で実施しているＳＤについて、新たに企
画したいものや現状の改善を図りたいものを考
えるワークシートを提出してください。
※ 受付完了後、様式をお送りします。
※ 当日、ワークシートの内容について３分程度

で発表いただきます。

➣提出期限：令和6年7月31日(水)
➣提出先：愛媛大学

教育学生支援部教育企画課
kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp

③ 『大学SD講座４ 大学職員の能力開発
』の講読
※ 当日、「大学職員の能力開発を理解する」で

第３章～第8章の内容をもとにした議論を行
います。

※ 「研修プログラムを企画・運営する」「研修プ
ログラムを評価する」は第９・１０章と大きく
関連します。

※ 書籍は当日までに各自でご準備ください。

対象書籍：竹中喜一・中井俊樹編著（２０２１）
『大学SD講座４ 大学職員の能力開発』
（玉川大学出版部、２０００円＋税）

清水 栄子 （愛媛大学教育・学生支援機構）
高木 佳代子 （愛媛大学教育学生支援部）
竹中 喜一 （近畿大学IR・教育支援センター）
葛西 崇文 （大阪女学院大学事務局）
近藤 智彦 （愛知大学内部監査室）
佐藤 浩輔 （大阪体育大学庶務部）
宮原 秀明 （大阪学院大学事務局）

近畿大学東大阪キャンパス
（大阪府東大阪市小若江３丁目４−１）

近鉄大阪線「長瀬」から徒歩10分

（近畿大学HP参照）
https://www.kindai.ac.jp/access/

1日目

2日目

事前課題

アクセス

主 催：教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）
共 催：近畿大学ＩＲ・教育支援センター、大学コンソーシアム大阪

愛媛大学教育学生支援部教育企画課
ＴＥＬ：０８９－９２７－９１５４
mail： kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp

お問い合わせ

講 師

スケジュール
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カリキュラム・コーディネーター養成講座
ー学習成果の評価の方法と体制ー

日程：令和6年8月8日（木）～ ９日（金）
会場：近畿大学東大阪キャンパス(対面開講）
対象：カリキュラムの編成や評価を担当している教職員

※民間企業等に勤務されている方の参加はお断りしております。
※2日間全プログラムに参加できる教職員の方に限ります。

5月13日（月）正午 ～ 7月5日（金）正午
グループワークのため、班分け名簿を作成します。名簿には、氏名・学校名・所属・職種・職名
のみ記載します。

定員人数（２4名）に到達次第、募集を締め切ります。お早めにお申し込みください。受付完了
後、確認メールを送信します。いただいた情報は、本講座以外に使用することはありません。

多くの機関の方々にご参加いただくため、同一機関からのお申し込みは2名までとさせていた
だきます。

参加費の支払い方法について
研修終了後、申し込み時にフォームへ記載いただいた「振込用紙送付先」へ振込用紙をお送
りします。届きましたら、期限までにお支払いください。
なお、お申し込み後にキャンセルされた場合も参加費は請求させていただきます。

研修の効果を確認するため、事後アンケートにご協力をお願いいたします。
全プログラムの受講者には修了証をお渡しします。

お申し込みはWebから https://web.opar.ehime-u.ac.jp

1. 学生の学習成果にもとづいてカリキュラムを評価する意義を説明できる
2. 学生の学習成果の評価の計画、実施，改善の具体的な方法と留意点を説明できる
3. 所属組織におけるカリキュラム評価の課題とその改善方法を提案することができる
4. 大学のカリキュラムに関する多様な考え方や実践事例を尊重し、共に学びあう雰囲気に
貢献する

お申し込み ★参加費：4,000円

先着２4名
※1機関2名まで

カリキュラムの編成に関わるカリキュラム・コーディネーターに求められる基礎的な知識・技能
・態度を育成する。本講座では、カリキュラムの改善において特に重要となる学習成果の評価
に焦点を当て、その具体的な方法や留意点を学習する。

実施目的

到達目標

教職員能力開発拠点事業
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８：３０ 受付開始
９：００ オリエンテーション
９：３０ カリキュラム評価の意義と方法を理解する【中井】
10：４０ 学習成果の評価の現状と課題 【上月】
１１：４０ 休憩
12：40 アセスメントプランを策定する 【竹中】
１３：５０ ルーブリックによって評価する 【服部】
１５：００ 卒業時の学習成果を評価する 【西野】
１６：１０ 在学中の学習データを活用する 【上月】
17：１０ 質疑応答・連絡事項
１７：３０ 終了

９：００ 学生調査によって評価する 【上月】
10：０0 評価結果を改善につなげる 【竹中】
１１：００ 学習成果の評価の課題解決を検討する 【上月】
1１：２０ 演習、個別相談 【全講師】

※途中で昼休憩1時間
１４：００ グループ内発表
１５：２０ まとめとふりかえり
１５：４０ クロージング
１６：００ 終了

1. テキスト『学習成果の評価』の第１章、第３
章、第４章、第１１章、第１２章を読んできてく
ださい。

2. テキストの内容を踏まえながら、ワークシー
トを使って、「所属組織のカリキュラム評価
の実践と課題」についてまとめてください。
作成後、以下の提出先までお送りください。

3. このワークシートに記載した内容にもとづい
て、対面研修時にグループ内で報告できる
ようにしておいてください。

4. テキストの指定の章以外も講座の中で扱う
テーマもあるため、事前に目を通しておくこ
とを推奨します。

＊ 書籍は参加者各自でご用意ください。
竹中喜一編著（２０２３）
『学習成果の評価』
（玉川大学出版部、２０００円＋税）

受付完了後にワークシートの様式をお送
りします。

提出期限：令和６年7月31日(水)
提出先：愛媛大学

教育学生支援部教育企画課
kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp

中井 俊樹 （愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）
上月 翔太 （愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）
竹中 喜一 （近畿大学ＩＲ・教育支援センター）
服部 律子 （奈良学園大学保健医療学部）
西野 毅朗 （京都橘大学教育開発・学習支援室）

近畿大学東大阪キャンパス
（大阪府東大阪市小若江３丁目４−１）

近鉄大阪線「長瀬」から徒歩10分

（近畿大学HP参照）
https://www.kindai.ac.jp/access/

1日目

2日目

事前課題

アクセス

主 催：教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）
共 催：近畿大学ＩＲ・教育支援センター、大学コンソーシアム大阪
後 援：日本高等教育開発協会

愛媛大学教育学生支援部教育企画課
ＴＥＬ：０８９－９２７－９１５４
mail： kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp

お問い合わせ

講 師

スケジュール
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Ⅱ．ＦＤ／ＳＤモデルの構築と普及 

ａ．研修プログラムの提供 

第３期の基本方針に基づき１５本の研修プログラムを提供し、参加者総数は３２９名（令和

７年３月２０日現在）となった。本拠点の研修プログラムは対話形式やワークショップ形式等

の双方向型を特徴としており、また、参加者同士のネットワーク形成の機会を提供するため、

本拠点や共催校において対面実施を基本とし、プログラムの内容や時間等に応じてオンライン

（同期・非同期）も活用した。今年度は、教務、教職関係の初任者を対象とした講座や大学院

生等を対象としたプレＦＤ研修を開催し、幅広い受講者のニーズに合わせた研修を提供した。 

※各プログラムの内容やアンケート集計結果等の詳細は、Ｐ.１８～３２に記載。

（本拠点の研修プログラムの特徴）

１．ＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／カリキュラム開発の専門家・実践的指導者になりうる人材の育

成に力を入れている。

２．ＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／カリキュラム開発の各種プログラムを実施している。 

３．新人からベテラン、リーダーまであらゆる立場の教職員にとって日々の業務改善に

つながる実践的な内容である。 

４．数多くのプログラムは、講義形式だけでなく、講師と受講者の間で行う対話形式

や、受講者間のディスカッションによるワークショップ形式等の双方向型で実施さ

れている。
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日  程 対象 受講者数 満足度

４月１８日(木)
 【対面】

ＦＤ 8 100

６月１日(土)～２日(日)
 【対面】

ＦＤ 23 100

７月２日(火)
 【Ｚｏｏｍ】

ＦＤ 25 100

７月１６日(火)
 【対面】

ＦＤ 13 100

７月１８日(木)
【対面】

ＦＤ 15 100

７月１９日(金)～２０日(土)
【対面】

ＳＤ 35 100

８月８日(木)～９日(金)
【対面】

ＳＤ 19 100

８月８日(木)～９日(金)
【対面】

ＦＤ／ＳＤ 36 93.5

９月１０日(火)
【対面】

ＦＤ 4 100

９月１０日(火)
【対面】

ＦＤ 4 100

９月１２日(木)～１３日(金)
【対面】

ＦＤ 20 93.8

８月１日(木)～９月２０日(金)
【Ｍｏｏｄｌｅ・対面】

プレＦＤ 8 100

９月２７日(金)～２８日(土)
【対面】

ＳＤ 38 100

１２月６日(金)～１月３１日(金)
【Ｍｏｏｄｌｅ】

ＦＤ／ＳＤ 20 100

２月２２日(土)
【Ｚｏｏｍ】

ＳＤ 61 100

合計 329 98.9

学生の授業時間外学習を促すシラバス作成法

ＡＲＣＳ動機づけモデルを活用した学習意欲を高める授業設計

ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ

大学教育国際化 基礎知識＆マネジメントセミナー
～チームで業務に取り組む～

教授法入門－専門分野の学識を教授するために

教務事務担当者講習会（初級編）

学生の学びやすさと学習意欲を高める授業設計
－課題分析図の活用－

教職員能力開発拠点が提供する研修プログラム(令和６年度)

令和７年３月２０日現在

プログラム名

チームビルディング

第３８回授業デザインワークショップ

大人数講義法の基本

学習評価の基本

アクティブラーニング入門セミナー

教職事務担当者講習会（初級編）

ＳＤコーディネーター（ＳＤＣ）養成講座

カリキュラム・コーディネーター養成講座
－学習成果の評価の方法と体制－
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チームビルディング

【実施概要】

講師

村田晋也 （愛媛大学教育・学生支援機構）

日時

令和６年４月１８日（木） １３：００～１５：００

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ アクティブ・ラーニングスペース２

参加者

８名

［学内８名］

目標

１． チームや組織にとってミッション、ビジョン、ゴールを設

定することの重要性を述べることができる。

２． チームや組織にとって、心理的安全性を確保すること

の重要性を述べることができる。

３． ビジョンや目的達成のためにメンバーがベクトルを合

わせ、強みを活かしあうことの有効性について述べる

ことができる。

４． 自らの活動分野においてチームビルディングの計画

案を構築するための基礎的情報について概説できる。

内容

１． ミッション、ビジョン、ゴール設定の重要性

２． 心理的安全性の重要性

３． チーム・組織とメンバーとの間のwin-win関係

４． メンバーの強みを効果的に活かす

【アンケート結果】

回答者（回答率）

８名（１００％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○学生のチームビルディングの目的や方法を学べたので、

すぐに授業で活用できそうです。

○SPトランプがとても面白かったです。授業でも使ってみ

たいです。

〔この研修の改善点〕

○もう少しチームワークに取り組む時間が長くても良かっ

たと思った。

【FD】 対面

【研修の様子】

④ そう思う

87%

③ どちらかといえばそう思

う

13%
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第３８回授業デザインワークショップ

【実施概要】

講師

中井俊樹、Kawamoto Julia Mika、清水栄子、上月翔太

（愛媛大学教育企画室）

仲道雅輝、村田晋也 （愛媛大学教育・学生支援機構）

日時

令和６年６月１日（土）～６月２日（日）

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ アクティブ・ラーニングスペース２ ほか

参加者

２３名

［学内１８名・学外５名_松山短期大学（３）、徳島文理大学

（２）、］

目標

１． 学生の学習を促すシラバスを書くことができる。

２． さまざまな授業方法の特徴を理解し、学習目標に適し

た授業方法を選択できる。

３． 教育評価の原理と種類を理解し、学習目標に適した

評価方法を選択できる。

４． アクティブラーニングを取り入れた９０分の授業の計画

を作成できる。

５． 作成した授業計画案にもとづいて模擬授業を実践で

きる。

内容

【１日目】

１． オリエンテーション

２． アイスブレイク

３． ミニ講義Ⅰ「授業設計」

４． ミニ講義Ⅱ「授業実践」

５． ミニ講義Ⅲ「学習評価」

６． ミニ講義Ⅳ「大学教員としての理念と倫理」

７． 授業に関するお悩み相談会

８． 担当科目のシラバスと９０分の授業案作成

【２日目】

１． シラバスと授業案の発表とピア・レビュー

２． 模擬授業

３． 振り返り

４． 閉会式

【アンケート結果】

回答者（回答率）

２０名（８７％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○違う分野でも、授業に対して共通点があることが感じら

れました。他の分野の授業を聞いて、考えて、意見を出

して、またアドバイスを頂くのが非常に良いプロセスだと

思います。大変勉強になりました。ありがとうございまし

た。

○極々基本的なところ（各回の目的を明示する、発問をお

こなう）への気づきを得ることができたことは大きかった

ですし、他の先生方の授業の触りの部分だけでも模擬

授業として受けて意見を出しあえたことは、一番の学び

になりました。

〔この研修の改善点〕

○講義を持っていなかったため、他の参加者に比べてシ

ラバス・授業計画書の作成、模擬授業が負担だったよう

に感じる。簡単な仮想的テーマを設定してそれに沿って

シラバス・授業計画書を作成させてもよいのかと思った。

【FD】

【模擬授業の様子】

④ そう思う

90%

③ どちらかといえばそう

思う

10%

対面
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大人数講義法の基本

【実施概要】

講師

上月翔太 （愛媛大学教育企画室）

日時

令和６年７月２日（火） １０：００～１２：００

場所

オンライン開催（Ｚｏｏｍ）

参加者

２５名

［学内１７名・学外８名_徳島文理大学（６）、松山東雲短期

大学（１）、人間環境大学（１）］

目標

１． 大人数講義の利点を説明できる。

２． 講義法の基本について自身の実践を振り返り、改善

点を見い出せる。

３． 大人数授業を効率化する工夫を1つ以上挙げることが

できる。

４． 大人数授業においてグループワークを取り入れる方

法を1つ以上挙げることができる。

５． 学習した内容について自分の授業に応用し、実践で

きる。

内容

１． 大人数講義の指針

２． 講義法の基本

３． 大人数講義運営の課題

４． 大人数講義でのグループワーク

５． まとめとふりかえり

【アンケート結果】

回答者（回答率）

１１名（４４％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○自分自身の傾向を知ることができた。会議においてファ

シリテーターを務めるために意見を言い過ぎないよう注

意しようと思った。

○国語科教育法の授業を担当しており、合意形成をはか

る際の注意点をどのように示せばよいか分かっていな

かったが、本研修を通じて、その方向性が見えた。

〔この研修の改善点〕

○議論を活発にするにはどうしたらよいかなどもご教示願

えましたら幸いです。

【FD】

【講義の様子】

④ そう思う

64%

③ どちらかといえばそう

思う

36%

Ｚｏｏｍ
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学習評価の基本

【実施概要】

講師

中井俊樹、真鍋亮 （愛媛大学教育企画室）

日時

令和６年７月１６日（火） １０：００～１２：００

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ アクティブ・ラーニングスペース２

参加者

１３名

［学内１２名・学外１名_人間環境大学（１）］

目標

１． 学習評価の意義と目的を説明することができる。

２． 学習評価の基本原理を説明することができる。

３． 適切な評価の方法・基準を選択・設定できる。

４． 適切で効果的なフィードバックを行うことができる。

５． 自身の授業における学習評価の改善案をあげること

ができる。

内容

１． 学習評価の構成要素

学習評価の基本原理について扱います

２． 学習評価の方針

授業において学習評価を実践するための方針につい

て考えます

３． 学習評価の方法

主要な評価方法の実践の方法や留意点を考えます

４． 学習評価の実践

参加者の授業実践における学習評価の改善案を考え

共有します。

【アンケート結果】

回答者（回答率）

１３名（１００％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○評価基準を明確にして、学習のプロセスにも焦点を当

てて評価する必要性を認識できた。

○他の先生方のアイデアに触れることができたため、新た

な知見を得ることができたとともに、自分のこれまでの方

法を相対化することができた。

○実習やレポート評価で「これでいいのかな」と思いなが

ら実践している部分が大きかったので、今回の研修で学

んだポイントを活かして取り組もうと思います。

〔この研修の改善点〕

○具体的にどうすればいいのか教えていただけると嬉し

いです。ダイニングクルーガー効果のある学生の自己評

価をどう成績に反映させるか。

○本大学の評価に関するデータ（評価方法、評価の割合

など）、参考にできるような具体的なデータがあると助け

になる気がしました。

【FD】

【研修の様子】

④ そう思う

77%

③ どちらかといえばそ

う思う

23%

対面
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アクティブラーニング入門セミナー

【実施概要】

講師

上月翔太 （愛媛大学教育企画室）

日時

令和６年７月１８日（木） １０：００～１２：００

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ アクティブ・ラーニングスペース２

参加者

１５名

［学内１３名・学外２名_聖カタリナ大学（２）］

目標

１． アクティブラーニングの意義を説明できる。

２． 適切な学習課題を組み立てるために必要な考え方を

説明できる。

３． 授業に学習活動を取り入れる具体的な工夫を複数挙

げることができる。

内容

１． アクティブラーニングを理解する

２． 学習課題を組み立てる

３． 学習活動を組み立てる

【アンケート結果】

回答者（回答率）

１５名（１００％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○アクティブラーニングの具体的な例が今後のヒントに

なった。「本質的な問い」が大切ということを学んだ。

○アクティブラーニングを取り入れていましたが、うまくいく、

いかないの差があることに課題を感じておりました。目

標をもっと明確にしてあげることがまずはスタートかと思

いました。

○多様な分野の教員がどのようなアクティブラーニングを

やっているか知ることができた。

○手法は様々あると思いますが、アクティブラーニングを

導入するには、事前に入念な準備をし、目的を明確にす

ると共に、振り返りが大切だと学びました。

〔この研修の改善点〕

○この講義の後で、授業デザインワークショップの講義を

受けたいです。

【FD】 対面

【研修の様子】

④ そう思う

100%
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教職事務担当者講習会（初級編）

【実施概要】

講師

多畑寿城 （学校法人行吉学園〈神戸女子大学〉）

小野勝士 （龍谷大学）

有馬美耶子 （白百合女子大学）

石槫三鈴 （中部大学）

徳丸由紀 （日本文理大学）

日時

令和６年７月１９日（金）～７月２０日（土）

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛媛大学工学部２号館３階「PBL演習室３４５」

参加者

３５名

［学内７名・学外２８名_福井工業大学（３）、広島修道大学
（２）、武庫川女子大学（２）、活水女子大学（１）、関西学院
大学（１）、岩手県立大学（１）、広島市立大学（１）、高知県
立大学（１）、高知大学（１）、阪南大学（１）、山梨県立大学
（１）、鹿児島純心女子短期大学（１）、淑徳大学（１）、森ノ宮
医療大学（１）、静岡理工科大学（１）、創価大学（１）、大阪
国際大学（１）、追手門学院大学（１）、白鷗大学（１）、尾道
市立大学（１）、美作大学（１）、北九州市立大学（１）、琉球
大学（１）、和光大学（１） ］

目標

１． 教職事務の代表的な業務の根拠や背景を理解するこ
とができる。

２． 教務事務とのかかわりを理解し担当業務に活かすこ
とができる。

３． 教職事務の的確な遂行に必要な情報を自ら収集し、
担当業務へ活用することができる。

４． 教職課程の運営を職員の立場で支援することができ
る。

内容
《１日目》

１． オリエンテーション

２． 基礎からの教職課程事務

３． 法令の読み方・情報収集の方法

４． 学生支援

５． 意見交換（対応に困った事例）

６． トークセッション

《２日目》

１． 課程認定申請の流れ・ポイント

２． 教育実習・介護等体験のポイント

３． 事務職員の立場・役割について

４． 意見交換(これまでのセッションをふまえて）

５． トークセッション

【アンケート結果】

回答者（回答率）

２７名（７７％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○教職について、法令や学生支援等、１つの分野のみな

らず、広く学ぶことができた点です。

○実際に教育実習や介護等体験を担当している方と話す

ことで、現状困っていることの共有や相談ができ、他大

学が行っている方法を知ることができた。対面開催だか

らこそ、他大学に立ち入った話を相談することができ、有

意義な時間だった。

○法令の読み方など今更聞けないことや業務の引継ぎで

は教えてもらえない、その根拠、これまでの経緯を聞け

て勉強になりました。

〔この研修の改善点〕

○可能であれば、大学の規模や学生数、教職履修者数、

各大学の教職システムなどをまとめたうえ、受講できる

と比較しながら参考にすることができて良いのではない

でしょうか。

○本研修は教職事務に携わっていない方でも聞いた方が

良い内容だと感じたため、会場に来られない方向けにオ

ンラインでも開講してはいかがかと感じました。

【SD】 対面

【集合写真】

④ そう思う

85%

③ どちらかといえば

そう思う

15%

23



ＳＤコーディネーター（ＳＤＣ）養成講座

【実施概要】

講師

竹中喜一 （近畿大学）

葛西崇文 （大阪女学院大学）

近藤智彦 （愛知大学）

佐藤浩輔 （大阪体育大学）

宮原秀明 （大阪学院大学）

清水栄子、高木佳代子 （愛媛大学教育企画室）

日時

令和６年８月８日（木）～８月９日（金）

場所

近畿大学 東大阪キャンパス３号館４階４０１教室

参加者

１９名

［学内０名・学外１９名_城西大学（２）、藍野大学（２）、佛教
大学（２）、京都芸術大学（１）、九州栄養福祉大学（１）、公
立鳥取環境大学（１）、札幌市立大学（１）、神戸学院大学
（１）、神奈川大学（１）、青森公立大学（１）、大阪公立大学
（１）、大阪産業大学（１）、東京理科大学（１）、徳島工業短
期大学（１）、日本大学（１）、武庫川女子大学（１） ］

目標

１． 人材育成ビジョンの意義を理解したうえで、その構築
手法を説明することができる。

２． 自らのキャリアを開発するために、スタッフ・ポートフォ
リオ（ＳＰ）を作成することができる。

３． 職員のキャリア開発を支援するために、メンタリングを
行うことができる。

４． ＳＤの実践力を身につけるために、ＳＤプログラムを企
画・運営・評価することができる。

５． ＳＤに関する多様な考え方や経験を尊重し、共に学び
合う雰囲気をつくることができる。

内容
《１日目》

１． オープニング・オリエンテーション

２． 大学職員の能力開発を理解する

３． スタッフ・ポートフォリオとメンタリングを理解する

４． メンタリングを実践する

５． 研修プログラムを企画・運営する

６． 研修プログラムを評価する

７． 演習：事前課題の共有

《２日目》

１． 人材育成ビジョンの構築とＳＤの体系化を図る

２． 演習：ＳＤの企画案の作成と個別相談

３． 演習：ＳＤの企画案の共有

４． 全体共有と振り返り

【アンケート結果】

回答者（回答率）

１６名（８４％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○目標、目的の明確化、あるべき姿の職員像の共有、ス

モールステップから取り組むこと、SD研修をして終わり

ではなく、評価、継続などの重要性を改めて認識できま

した。

○アクションプランをブラッシュアップができる点が良い。

課題点に気付ける。

○過去に研修に参加し、SDCを取られた方々が講師とし

て参加していらっしゃることが、研修の説得力という面で

も、また、「自大学でもできる・頑張ろう」という意識の面

でも非常に有効的だと感じました。

〔この研修の改善点〕

○講師の先生のSD研修を実施された際の成功体験、失

敗談などの実際のご経験のよりリアルなお声を聞いて

みたいと思いました。

○一旦、全ての参加者が同じ条件で、研修を具体的にプ

ランニングする練習の機会があればより良かったのでは

と考えます。

○SDCを継続して学びたい場合に今後どのような学修が

できるか気になりました。

【SD】 対面

【集合写真】

④ そう思う

87%

③ どちらかといえばそう思

う

13%
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カリキュラム・コーディネーター養成講座
-学習成果の評価の方法と体制-

【実施概要】
講師
竹中喜一 （近畿大学）

服部律子 （奈良学園大学）

西野毅朗 （京都橘大学）

中井俊樹、上月翔太 （愛媛大学教育企画室）

日時
令和６年８月８日（木）～８月９日（金）

場所
近畿大学 東大阪キャンパス３号館４階４０２教室

参加者
３６名
［学内０名・学外３６名_近畿大学（１２）、愛知工業大学（２）、京都

文教大学（２）、森ノ宮医療大学（２）、北陸大学（２）、茨城キリスト

教大学（１）、宮崎学園短期大学（１）、京都芸術大学（１）、公立鳥

取環境大学（１）、皇學館大学（１）、尚絅学院大学（１）、新潟青陵

大学・新潟青陵大学短期大学部（１）、摂南大学（１）、大阪国際大

学（１）、大阪女学院大学（１）、大阪体育大学（１）、大正大学（１）、

中京大学（１）、帝塚山学院大学（１）、藤女子大学（１）、名古屋芸

術大学（１）］

目標
１． 学生の学習成果にもとづいてカリキュラムを評価する

意義を説明できる

２． 学生の学習成果の評価の計画、実施、改善の具体的
な方法と留意点を説明できる

３． 所属組織におけるカリキュラム評価の課題とその改善
方法を提案することができる

４． 大学のカリキュラムに関する多様な考え方や実践事
例を尊重し、共に学びあう雰囲気に貢献する

内容
《１日目》

１． オリエンテーション

２． カリキュラム評価の意義と方法を理解する

３． 学習成果の評価の現状と課題

４． アセスメントプランを策定する

５． ルーブリックによって評価する

６． 卒業時の学習成果を評価する

７． 在学中の学習データを活用する

８． 質疑応答・連絡事項

《２日目》

１． 学生調査によって評価する

２． 評価結果を改善につなげる

３． 学習成果の評価の課題解決を検討する

４． 演習、個別相談

５． グループ内発表

６． まとめとふりかえり

【アンケート結果】

回答者（回答率）

３１名（８６％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○これまで点だった事柄や要約がつながりをもって自分

の中に入ってきたと感じる。特にカリキュラムルーブリッ

クの考えは、科目同士のつながり、DPとの紐づけなど、

大変納得感のあるものでした。また、２日間の集中講座

だったことで、一連の流れをもって理解できたことも良

かったです。

○個別面談で具体的なアドバイスをいただけたことや、グ

ループワークで他学の取り組みの生の声を知ることがで

きた。

○アウトプットにつながるワークプランを作成することで、

業務に持ち帰った際に行動にうつしやすくなったこと。

〔この研修の改善点〕

○グループ内での議論は進んだが、他のグループがどう

いうディスカッションをしていたのか知る機会があれば良

かった。

○今回、SDC講座も隣で実施されていたので、参加者間

での交流会を設定することでより知見やネットワーク構

築に活かせる機会になったのではないか、と思いました。

【FD/SD】 対面

【集合写真】

④ そう思う

94%

② どちらかといえばそう

思わない

6%
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学生の学びやすさと学習意欲を高める授業設計
-課題分析図の活用-

【実施概要】

講師

仲道雅輝 （愛媛大学教育・学生支援機構）

日時

令和６年９月１０日（火） １３：００～１５：００

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ アクティブ・ラーニングスペース２

参加者

４名

［学内０名・学外４名_愛媛県立医療技術大学（３）、徳島大

学（１）］

目標

１． 学習目標を行動目標として明確に表現できる。

２． 自身の教授内容の課題分析図が作成できる。

３． 課題分析の結果をもとに、授業構成の改善案を立て

ることができる。

内容

学生の学びやすさと学習意欲を高めるために、いくつか

のＩＤ（インストラクショナル・デザイン）理論を用いて授業

設計の手法を学びます。学習意欲は、学びやすさによっ

て維持・促進され、動機づけによって高めることができま

す。学びやすさや意欲を設計するためには、教員が自身

の教授内容を明確にし、学生目線で再構築する作業が必

要です。その第一段階として、学生に対して「この授業で

何ができるようになればよいのか」が具体的に伝わる学習

目標を提示します。次に教員の頭にある既に構成された

教授内容を一旦分解します。これを課題分析といい、分解

した学習要素をより学びやすく、意欲の向上に効果的な

学習順序になるよう再構築します。本プログラムでは、課

題分析のワークを通じて、これからの授業改善に役立つ

ヒントを持ち帰っていただきます。

【アンケート結果】

回答者（回答率）

４名（１００％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○実際に自分の科目で課題分析をして、他の人の意見を

聞けたことで、自分だけでは気付かない視点に気付けた。

○自分の授業で困っている点を解決するヒントをいただけ

ました。

【FD】 対面

【研修の様子】

④ そう思う

100%
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ARCS動機づけモデルを活用した学習意欲を高める授業設計

【実施概要】

講師

仲道雅輝 （愛媛大学教育・学生支援機構）

日時

令和６年９月１０日（火） １５：１５～１７：１５

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ アクティブ・ラーニングスペース２

参加者

４名

［学内０名・学外４名_愛媛県立医療技術大学（３）、徳島大

学（１）］

目標

１． 「インストラクショナル・デザイン（ＩＤ／教育設計）」が課

題解決の方法論であることを説明できる。

２． 自分の授業を振り返り、到達目標を明確化するため

のポイントが説明できる。

３． 学習者を動機づけるための一つの手法（ＡＲＣＳ動機

づけモデル）を活用し、授業設計のヒントを得ることが

できる。

内容

本プログラムでは、これまで自身が実施してきた教育に

対する考え方や実施方法について見つめ直し、何が課題

であるかについて考えるところからはじめ、教育をより効

果的・効率的・魅力的にするための方法論であるインスト

ラクショナルデザイン（教育設計）（以下、ＩＤという）の中か

ら、学習者を動機づけするための手法（ＡＲＣＳ動機づけ

モデル）や学習者の学びを支援するための働きかけに関

する理論を事例とともに学び、ワークショップ形式にて課

題解決策の糸口を探っていきます。

【アンケート結果】

回答者（回答率）

４名（１００％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○動機付けについて、一方向からのアプローチではなく、

様々なアプローチを重ねていくことも必要だと学べた。

○授業やグループワークのやり方を学ぶことができました。

教員が全て教える必要はないということが、今まで考え

られていなかったことです。

【FD】 対面

【研修の様子】

④ そう思う

75%

③ どちらかといえばそ

う思う

25%
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ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ

【実施概要】

講師

中井俊樹、中山晃、Kawamoto Julia Mika、清水栄子、

上月翔太 （愛媛大学教育企画室）

仲道雅輝、丸山智子、村田晋也

（愛媛大学教育・学生支援機構）

日時

令和６年９月１２日（木）～１３日（金）

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ アクティブ・ラーニングスペース２ ほか

参加者

２０名

［学内１８名・学外２名_徳島文理大学（１）、高知大学（1）］

目標

１． ティーチング・ポートフォリオ（ＴＰ）とは何かを説明でき

る。

２． ティーチング・ポートフォリオの必要性・有効性につい

て説明できる。

３． ティーチング・ポートフォリオ作成の要点と手順を説明

できる。

４． ティーチング・ポートフォリオを作成できる。

内容

《１日目》

１． オリエンテーション

２． 第１回個人ミーティング

３． ＴＰ作成作業

４． 第２回個人ミーティング

《２日目》

１． ＴＰ作成作業

２． 第３回個人ミーティング

３． ＴＰ作成作業

４． 第２校原稿確認

５． ＴＰ発表・閉会式

【アンケート結果】

回答者（回答率）

１６名（８０％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○教育の理念や方法などを明確に言語化し整理整頓す

る良い機会となり、今後の教育活動を組み立てていくう

えでも大いに参考になった。

○メンターとの対話しながら自身の教育活動を振り返るこ

とで、これまで気づかなかった視点を得られた点です。

また、同じグループの先生方の発表から授業のヒントを

いただけたことも良かったです。

〔この研修の改善点〕

○事前に過去のティーチング・ポートフォリオを閲覧できる

機会を設けてはどうでしょうか。ワークショップにのぞむ

にあたって、最終的に何を作成するのかわかると目標に

なると思います。

○一日目の終わりあたりに、ティーチング・ポートフォリオ

作成の途中経過として、グループ内で各自が書きあぐね

ている点などをディスカッションする時間があると良いと

思った。個人的にはそういった点をグループメンバーと

少し話をしたりしたが、ある程度まとまった時間、グルー

プディスカッションをする場を設けると、ブラッシュアップ

の一助となるのではないか。

【FD】 対面

【集合写真】

④そう思う

94%

②どちらかといえばそう

思わない

6%
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教授法入門-専門分野の学識を教授するために

【実施概要】

講師

中井俊樹、Kawamoto Julia Mika、上月翔太

（愛媛大学教育企画室）

日時

〈オンデマンド学習〉令和６年８月１日（木)～９月１３日（金）

〈対面研修〉令和６年９月２０日（金） １３：００～１８：００

場所

〈オンデマンド学習〉Ｍｏｏｄｌｅ

〈対面研修〉愛媛大学 城北キャンパス

共通講義棟Ａ ４階 アクティブラーニングルーム

参加者

８名

［学内８名］

目標

１． 大学において指導や教育に携わる意義を説明できる。

２． 授業設計と学習評価の基本を踏まえたシラバスを書く

ことができる。

３． わかりやすい説明や学習者の活動を取り入れた授業

を計画し実践できる。

４． 教育の倫理について自身を省察し意識した言動をとる

ことができる。

５． 異なる専門分野の受講者と積極的にかかわりながら

共に学び合うことに貢献できる。

内容

《オンデマンド学習》

１． 導入：授業の説明、大学教育や人材育成を取り巻く社

会的文脈

※希望者に対して参加任意の対面オリエンテーション

も実施

２． 授業設計：コース設計の基本、クラス設計の基本

３． 学習評価：学習評価の基本、学習評価の実践例

４． 授業方法：講義法とは、アクティブラーニングの実践

方法

５． 教育における倫理：倫理を意識する必要性、倫理観の

向上方法

《対面研修》

１． シラバスと授業計画書のピアレビュー

２． マイクロティーチング（模擬授業）の実践

３． 全体のまとめ

【アンケート結果】

回答者（回答率）

８名（１００％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○様々な研究分野の方、あるいは立場の方がおられて刺

激的な時間でした。

○具体的なテクニックの部分や「教育とは…」という根底

にかかわるところまで幅広く学べた。

○教授の方法に自信がなかったが、講義法やアクティブ

ラーニングの具体的な方法を学べて自信になった。

○日常において、今回のような「人への伝え方」について

学ぶ機会はほとんどない。このため、非常に良い機会と

なった。また、自分の弱点（できていないこと）を認識す

ることができた。

〔この研修の改善点〕

○シラバスは８回ではなく、１５回分の方が組みやすい気

がしますので両方から任意で選べてもよかったと思いま

す。

○導入の部分のテクニックがもっと知りたかった。

【プレFD】

【模擬授業の様子】

Ｍｏｏｄｌｅ・対面

④そう思う

100%
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教務事務担当者講習会（初級編）

【実施概要】

講師

宮林常崇 （東京都立大学）

小野勝士 （龍谷大学）

大津正知 （茨城大学）

【教育企画支援若手プロジェクトチームメンバー】

前河泰正 （大阪国際大学）

龍山雄太 （日本工業大学）

向井晴香 （愛媛大学教育学生支援部）

日時

令和６年９月２７日（金）～９月２８日（土）

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛媛大学工学部２号館３階「PBL演習室３４５」

参加者

３８名

［学内９名・学外２９名_三重大学（４）、高知大学（３）、人間
環境大学（３）、徳島大学（３）、松山大学（２）、福井工業大
学（２）、愛知県立大学（１）、岡山理科大学（１）、高松大学
（１）、高知リハビリテーション専門職大学（１）、鳴門教育大
学（１）、早稲田大学アカデミックソリューション（１）、大阪国
際大学・大阪国際大学短期大学部（１）、大阪体育大学（１）、
東京電機大学（１）、東京都立大学（１）、国立専門学校機構
（１）、文教大学（１）］

目標

１． 教務事務の代表的な業務の根拠や背景を理解するこ
とができる。

２． 大学の裁量を理解し担当業務に活かすことができる。

３． 教務事務の的確な遂行に必要な情報を自ら収集し、
担当業務へ活用することができる。

４． 教育プログラムの開発を職員の立場で支援すること
ができる。

内容
《１日目》

１． オリエンテーション

２． 教務事務の心構え

３． 法令の読み方

４． 教務事務を取り巻く法令・制度Ⅰ

５． 歴史から学ぶ

６． 本日の振り返り

《２日目》

１． 教務事務を取り巻く法令・制度Ⅱ

２． 教学組織の理解と教職協働

３． ケーススタディⅠ
～教育プログラムの企画を支援する～

４． ケーススタディⅡ
～多様な学生を支援する～

５． 教務系業務を探求する

６． まとめと振り返り

【アンケート結果】

回答者（回答率）

３３名（８７％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○今年の４月から担当になって、正直、まず初めに何から

理解したらいいのかわからなかくて困っていました。まず

は、今回の研修の内容をきっかけにして、理解を深めて

いきたいです。

○「教務」という業務の奥深さを知ることができました。大

学の裁量が大きく、自由度が高いことから、大学独自の

ルールやポリシーがあることを学び、自身の属する大学

への興味が増しました。

○教務事務を取り巻く法令に関する研修では、基幹教員

に関する要件や算出方法に関して、最新情報へのアッ

プデートがわかりやすく行えたので、とても貴重な機会と

なりました。大学の根幹である学位や教学運営に関する

ことなので、こういった法令や制度に関する研修は教員

も受講するべきだと感じました。

〔この研修の改善点〕

○各大学の規則や制度について、他大学との違いを研修

内で確認できるように学則等を持参してもよかったと今

感じています。持参物として所属大学の規則を持ち寄る

ようにしたり、ワークのなかで「算入する・しない」がどう

なっているか確認したりできれば、研修内容と紐づけな

がらより自身の大学への理解も深まると考えます。

【SD】 対面

【集合写真】

④ そう思う

88%

③ どちらかといえばそう

思う

12%
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学生の授業時間外学習を促すシラバス作成法

【実施概要】

講師

仲道雅輝 （愛媛大学教育・学生支援機構）

日時

令和６年１２月６日（金）～令和７年１月３１日（金）

場所

オンライン開催（愛媛大学Ｍｏｏｄｌｅ）

参加者

２０名

［学内１４名・学外６名_高知大学（３）、香川県立保健医療

大学（１）、松山東雲女子大学・松山東雲短期大学（１）、高

知リハビリテーション専門職大学（１）］

目標

１． シラバスの役割を説明することができる。

２． 授業の「目的」と「到達目標」との違いを説明すること

ができる。

３． 適切な「目的」「到達目標」を書くことができる。

４． 学習者が自学自習に励むようなシラバスを書くことが

できる。

内容

１． 授業デザインの考え方

２． シラバスとは何か？

３． 授業科目名・キーワードの書き方

４． 目的の書き方

５． 目標の書き方

６． 授業概要・スケジュールの書き方

７． 授業時間外での学習を促す戦略

８． 受講条件の書き方

９． 受講ルールの書き方

１０．教材に関わる情報の書き方

１１．評価方法の書き方

【アンケート結果】

回答者（回答率）
１９名（９５％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○シラバスの書き方はプレFDでも学んだことがあるが、実

際にシラバスを書くタイミングでこのような研修を受講で

き、過去の知識を想起することができて良かった。

○普段つい避けがちなシラバスにおける緻密な構造化が

やはり重要であることを再認識した。また小テストでシラ

バスの書き直しを実際に行うことでいい練習になった。

○シラバスを前任の教員や他大学の同様の講義に頼りに

しがちであったが、まずはシラバスの作成の基本を学ぶ

機会が得られたことが良かった点でした。

○目的と到達目標の違いや具体的な書き方について学

ぶことができた。

〔この研修の改善点〕

○学生目線は大切だと思うが、日々の講義では、コメント

シートに質問や学びをたくさん書いてくれたり、オフィス

アワーに質問に来たり、講義後に質問に来たりする自

律性が高い学生が多いと感じるので、大学という高等教

育機関において、どの程度の学生の目線に合わせるべ

きなのかは疑問に思った。

【FD/SD】 Ｍｏｏｄｌｅ

④ そう思う

79%

③ どちらかといえばそ

う思う

21%
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大学教育国際化 基礎知識＆マネジメントセミナー
～チームで業務に取り組む～

【実施概要】

講師

宮林常崇 （東京都立大学）

大竹秀和 （立教大学）

岩田剛 （愛媛大学国際連携支援部）

日時

令和７年２月２２日（土） １３：００～１６：００

場所

オンライン開催（Ｚｏｏｍ）

参加者

６１名

［学内５名・学外５６名_東京都立大学（４）、福井県立大学
（４）、東京音楽大学（３）、近畿大学（２）、九州工業大学（２）、
大阪公立大学（２）、武蔵大学（２）、ノートルダム清心女子大
学（１）、愛知工業大学（１）、久留米工業大学（１）、宮崎国
際大学（１）、熊本県立大学（１）、広島女学院大学（１）、甲
南大学（１）、国際基督教大学（１）、国士舘大学（１）、山梨
学院大学（１）、鹿児島大学（１）、秀明大学（１）、信州大学
（１）、新潟大学（１）、神田外語大学（１）、椙山女学園大学
（１）、成城大学（１）、摂南大学（１）、創価大学（１）、多摩大
学（１）、大阪国際大学（１）、長岡技術科学大学（１）、東海
大学（１）、東京大学（１）、東京電機大学（１）、東京理科大
学（１）、日本赤十字九州国際看護大学（１）、日本福祉大学
（１）、福井大学（１）、福岡大学（１）、法政大学（１）、北海道
大学（１）、北九州市立大学（１）、明治大学（１）、藍野大学
（１）、立正大学（１）、龍谷大学（１）］

目標

１． それぞれの立場で自大学における教育の国際化に貢
献することができる。

２． 学生の海外派遣と留学生受入に関する基本的な業務
について、リスクを理解し、担当者個人ではなくチーム
で対応することができる。

３． 国際化を取り巻く様々な学内関係者との協働に有効
な知識・理解を身につけ、職場で実践することができ
る。

内容
１． オリエンテーション

２． 第１部【基礎知識＆マネジメント】
学内対話の切り口をみつける

３． 第２部【基礎知識】
国際化特有の業務における特徴と課題
①海外派遣業務編 ②留学生受入業務編

４． 第３部【マネジメント】
専門人材がゼロ
～少人数の組織におけるマネジメントを考える～

※第１～３部通しての受講を推奨するが、興味関心に合
わせて、一部のみの受講も可。

【アンケート結果】

回答者（回答率）

４１名（６７％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○テキストが事前に提示されていて、それをおさらい的に

大事なポイントをさらにお話しいただいた点。あと事例が

多く、大学業界ならではの課題点が分かりやすかった。

○具体的な事例とともに、注意点を共有いただけたこと。

国際化にはこれほどの業務があるのかと書籍により可

視化でき、さらに経験者がご自身の経験から具体的に

教えてくれたこと。

○具体的な基礎知識や事例の紹介と仕事の取り組み方

等の業務全般に関わる部分の両面からまとめていただ

いており、業務へのモチベーションアップにつながった。

〔この研修の改善点〕

○今回は主に国際課のような部署以外の方や管理職に

知ってほしい国際化の基礎知識でしたが、今後は国際

課のような部署向けの内容等も研修メニューであると良

いなと思いました。

○実際の事例を用いた海外派遣（発達障がいが疑われる

学生が海外派遣をするときの対応含む）や留学生の受

入れ（イベント実施の回数、外部委託の有無、受け入れ

に伴う書類のオンライン化）をぜひ取り入れてほしいで

す。

【SD】 Ｚｏｏｍ

【セミナーチラシ】

④ そう思う

71%

③ どちらかといえばそう

思う

29%
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ｂ．研修講師派遣 

本拠点では、全国の高等教育機関等からの多種多様な研修のニーズに対応できるメニューと

体制を整え、講師派遣を行っている。今年度は４５機関に対し、５４件の講師派遣を行い（令

和７年３月２０日現在）、研修講師や研修内製化のためのアドバイスを行う等、それぞれの組

織で必要とされる人材育成の取組に、本拠点のノウハウを提供した。講師派遣先には、事後に

報告書やアンケート結果の提出を依頼し、その成果の確認や今後の改善に供している（講師派

遣先から提出された報告書の一部をＰ.３５～３７に掲載）。 

＜令和６年度講師派遣件数＞    令和７年３月２０日現在 

地区 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 合計 

派遣件数 １ １ １３ ５ １３ ８ ９ ４ ５４ 

※愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室スタッフ・愛媛大学認定研修講師担当分を計上。

＜講師派遣先での研修プログラム例＞ 

◆大学のカリキュラムの特徴と編成方法

◆アクティブ・ラーニングを活用した授業マネジメント

◆大学教員の役割と評価の在り方

◆教育の質保証に向けた教育方法

◆大学教職員として知っておきたい高等教育学

◆アクティブ・ラーニングの基本的な方法

◆ＳＤの必要性や他大学での取り組み事例

◆アカデミック・アドバイジング 等 

＜研修講師派遣先からの声（事後アンケート自由記述より一部抜粋）＞ 

 さまざまなアクティブ・ラーニングの手法を比較しながら知ることができてよかったで

す。定期的にＦＤで自身の授業スタイルを振り返っておくことが重要であると思いまし

た。

 本学の現時点でどのようなＳＤが必要か、「難しい」「すぐには答えが出ない」ところか

ら、少しでも具体的に考えていく一歩になったと思います。

 研修内でも何度も出てきたように、これから先は教育とＡＩは切り離せないものになると

思う。日々の授業でもいかにＡＩにとってかわられることのない人材を養成するか意識し

ているため、勉強になった。

 教員になってまだ経験が浅く、場当たり的な発問となっている自覚があった。次の実習や

演習から活用できるような、具体的な発問の方法を知ることができてよかった。

 教員評価については学内での試行錯誤を繰り返していたが、今回のように外部の識者をお

招きし、多くの教職員で共通の知見を得られた点が何よりも良かった。
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＜組織開発支援を目的とした講師派遣＞ 

「第３期教職員能力開発拠点の事業等に関する基本方針」に基づき、組織開発支援を目的とし

た講師派遣を行っている。この取組では、カリキュラム改善や研修体系の構築といった特定の課

題解決に向けたコンサルティング等、依頼元の高等教育機関が持つ個別のニーズに沿った支援を

提供している。以下に令和６年度の取組の例を示す。 

 

 

◆学生の学習サポートに関する支援 

依頼元機関の学部の枠を越えて複数の分野を横断して学ぶことのできる教育プログラムにおい

て、アカデミック・アドバイジングによる履修支援や学習支援の観点からプログラムの実施状況

の評価および助言を行う評価委員として派遣した。 

依頼元機関の自立学習支援プログラムにおいて、学生への学習支援活動や同支援に対する評

価・効果検証方法について助言を行うため、アドバイザーとして講師を派遣した。 

 

 

◆カリキュラム・アセスメントに関する支援 

依頼元機関の教職員を対象とした授業デザインワークショップやティーチング・ポートフォ

リオ作成ワークショップの研修講師を務めるとともに、授業コンサルテーションやその他の学内

研修に関する助言を複数回実施した。また、カリキュラム・アセスメントに関する専門的な知識

を提供することを目的にアドバイザーとして講師を派遣した。 

 

 

◆ＦＤに関する支援 

依頼元機関の教育内容の改善及び向上を目的としたＦＤ活動において、取組の活性化や後進の

育成を図るため、アドバイザーとして定期的に講師を派遣した。新任教員を対象にした研修の実

施を講師として務める他、オンデマンド形式による全学ＦＤ研修の講師の担当、ＦＤ活動に関す

る助言や指導、特定テーマに関する専門性をもつ他の講師の紹介を行うなど、依頼元組織のＦＤ

活動を活発にするための各種業務を行った。 

 

 

◆同一機関への複数回の講師派遣 

依頼元機関のニーズに合わせたＦＤ・ＳＤ研修を実施するため、複数回の講師派遣を行った。

依頼元機関が希望する研修内容に合わせて、各専門分野の講師を派遣する等、依頼元機関の要望

に柔軟に対応しながら組織開発に繋がる支援を行った。 
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東京理科大学・山陽小野田市立山口東京理科大学からの報告書 

研修名：「教育の質保証に向けた教育方法」 

講 師：中井 俊樹（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 教授） 

参加者：東京理科大学 ６１名（教員５４名、職員７名） 

山陽小野田市立山口東京理科大学 ５８名（役員２名、教員５１名、職員５名） 

会 場：東京理科大学野田キャンパス１６号館１階１６１１教室 

またはＺｏｏｍによるオンライン参加 

＜概要等＞ 

 本研修では、愛媛大学の中井俊樹氏を講師としてお招きし、「教育の質保証に向けた教育方

法」をテーマに講演いただいた。

同氏の講演では、昨今の大学教育政策の動向や大学のカリキュラムについて解説いただき、大

学教育の制度的な側面について理解を深めた。その

後、「教育の方法」「教育評価の方法」について紹

介いただき、生成系ＡＩを活用したルーブリック評

価の手法など、実践的な教育法について理解を深め

た。

 講演終了後は、質疑応答の時間を設け、教育現場

における諸課題について活発な意見交換が行われ

た。 

武庫川女子大学からの報告書 

研修名：「ＳＤの必要性や他大学での取り組み事例」 

講 師：清水 栄子（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 准教授） 

参加者：１３名（職員１３名） 

会 場：武庫川女子大学 附属図書館２階 ラーニングコモンズ 

＜概要等＞ 

愛媛大学の清水栄子氏を講師に、「ＳＤの必要性や他大学での取り組み事例」をテーマにＳＤ

推進委員会勉強会を行った。

 ＳＤが求められる背景や能力開発の方法、愛媛大学を始

めとした他大学での取り組み事例について学び、ペアや小

グループでそれぞれの意見を共有しながら研修が進められ

た。また、講師からの「武庫川女子大学ではどのようなＳ

Ｄが必要だと考えるか？」という問いかけに対し、受講者

同士で活発な意見交換がなされた。

 今回の勉強会を、コロナ禍等により停滞してしまったＳ

Ｄ活動の再開のきっかけにしたいと考えている。
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追手門学院大学からの報告書 

研修名：「アクティブ・ラーニングを活用した授業マネジメント」 

講 師：清水 栄子（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 准教授） 

参加者：１０名（教員１０名） 

会 場：追手門学院大学 総持寺キャンパスＡ３２１教室 

＜概要等＞ 

愛媛大学の清水栄子氏を講師に、「アクティブ・ラーニングを活用した授業マネジメント」を

テーマに研修を行った。

本研修の目標は次の４つである。

① アクティブ・ラーニングが必要とされる理由を説明できる

② アクティブ・ラーニングのメリット・デメリットを具体的に説明できる

③ 担当授業で活用できる（できそうな）アクティブ・ラーニングの手法を列挙できる

④ アクティブ・ラーニングの手法を実践できる

本研修自体も、アクティブ・ラーニングの考え方に

基づいて行われた。受講者は、アクティブ・ラーニン

グの基本的な考え方、学生が授業に能動的に参加でき

るような様々な講義法や教員・学生間の双方向性を高

める教育手法について学習しながら、グループワーク

および個人ワークを通じて、授業で導入できるアクテ

ィブ・ラーニングを検討した。 

高知リハビリテーション専門職大学からの報告書 

研修名：「発達障がいのある学生に配慮した授業づくり」 

講 師：三浦 優生（愛媛大学教育・学生支援機構 准教授（教育企画室 認定研修講師）） 

参加者：オンライン受講：１９名（教員１４名、職員５名） 

オンデマンド受講：６名（教員４名、職員２名） ／ 会 場：オンライン

＜概要等＞ 

愛媛大学の三浦優生氏を講師に、「発達障がいのある学生に配慮した授業づくり」をテーマに

研修を行った。

まず、特別な配慮を必要とする学生に向けた合理的配慮、支援の状況について解説があった。

その後、実際にどのような授業づくりをしていけばよいのか８つのポイントに分けて、何が困難

であるか、それにより何が難しいか、学生

に対して配慮できる具体的な授業方法はど

のようなものがあるかという研修を行っ

た。最後に質疑応答があり、合理的配慮を

受ける手続きや、臨床実習時の対応方法等

について意見交換がなされた。
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藍野大学短期大学部からの報告書 

研修名：「教育者と学習者の立場に立った講義法」 

講 師：阿部 光伸（愛媛大学教育・学生支援機構 講師（教育企画室 認定研修講師）） 

参加者：２８名（教員２７名、職員１名） ／ 会 場：オンライン 

＜概要等＞ 

国立大学法人愛媛大学教育・学生支援機構 阿部光伸先生を講師に迎え、「教育者と学習者の

立場に立った講義法」をテーマにＦＤ研修を行った。

 まず、研修テーマの解題が行われた上で、授業において重要となる１０項目について、受講者

がセルフチェクを行った。セルフチェックで受講者自身の授業観を確認した後、講師が授業内で

用いている内容を元にワークを挟みながら、１０項目における具体的な授業スキルについて説明

があった。ワークでは、講師が口頭で行った説明をもとに受講者自身が白紙に書き込み、その結

果をＺｏｏｍ画面上で共有した。画面上には様々な結果が並び、同じ説明を受けても、人によっ

て全く異なる解釈となることを体感した。

 研修会終了後のアンケートでは、「とてもわ

かりやすい講義であった。早速９０／２０／８

の法則を実践していこうと思う。」、「授業を

行う上で学生のやる気をいかに引き出すかなど

の方法などが具体的で面白かったです。」等の

意見があり、各教員が自己の授業方法を見直す

機会となった。

鳥取看護大学からの報告書 

研修名：「実習指導で活用できる発問と応答のスキルを学ぶ」 

講 師：高橋 平徳 

（愛媛大学次世代人材育成拠点地域未来教育部門兼教職総合センター 准教授 

（教育企画室 認定研修講師）） 

参加者：１１２名（臨地実習施設３５施設８７名、教員２５名） ／ 会 場：オンライン 

＜概要等＞ 

看護学生の臨地実習指導に関わる実習指導者ならびに実習指導教員の「実習やカンファレンス

の際に学生の発言を引き出すのに苦労している」「発問や応答に焦点をあてたファシリテーショ

ンのコツを学びたい」「実習指導で活用できるよ

う自身の発問力と応答力を高めたい」に応えるた

めに、愛媛大学の高橋平徳氏を講師に招き、指導

者と学習者の間の「発問」「返答」「応答」の関

係性や、なぜ「発問」と「応答」が必要かつ重要

なのか、「発問」のコツや具体例、授業や話し合

いの流れに応じた「発問」の種類や具体例などに

ついてご講義いただいた。
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ｃ． 情報発信 

教育改革や改善を進めるためには、現状を把握し分析することが第一歩となる。本拠点では、

学生の学びと成長に関わる各種データの収集・分析を行い、情報を公開している。

今年度は、教学ＩＲ担当者への支援の一環として、調査結果から想定される課題や学内外のＩ

Ｒに関する取組報告を掲載した、教育企画室ニュースレター「ＩＲ Ｎｅｗｓ Ｖｏｌ．１２」を

発行した。また、ブックガイド「大学教職員のための５６冊」も発行した。これは、平成２７年

度「大学教職員のための３２冊」、令和３年度「大学教職員のための４８冊」に続く第３弾とし

て、大学教職員に役立つ書籍を新たに選考したものである。これらの刊行物は、学内のみならず

研修等で全国の大学教職員へ広く配布している。

令和５年度に開設したＹｏｕＴｕｂｅ「愛媛大学ＦＤ・ＳＤチャンネル」

（https://www.youtube.com/@aidai_fdsd）では、本拠点に関連した各種ＦＤ・ＳＤに関する動

画を継続して公開している（今年度公開数：５７本、合計：７５本）。今年度はさらに「愛大

学習チャンネル」（https://www.youtube.com/@aidai_learning）を新設し、大学生の「学び」

を支援するコンテンツを投稿した。

さらに、より多くの方へ教職員能力開発（ＦＤ・ＳＤ）に関する情報を届けるために「ぼっ

ちゃんメーリングリスト」の運用を開始した。教育企画室のホームページ

（https://web.opar.ehime-u.ac.jp/）から会員登録することができ、メーリングリスト会員は

ＦＤ・ＳＤに関するイベント情報等を投稿し、配信することもできる。令和７年３月２０日現

在、６１５名の会員登録があり、累計１１９件メール配信を行った。

なお、刊行物及び各種イベント・セミナーの案内や教材等の提供をはじめとした教職員能力

開発に関わる情報については、教育企画室のホームページでも随時発信している。

ＩＲ Ｎｅｗｓ Ｖｏｌ．１２ 

愛媛大学ＦＤ・ＳＤチャンネル（Ｙｏｕｔｕｂｅ） 愛大学習チャンネル（Ｙｏｕｔｕｂｅ）

大学教職員のための５６冊 

ぼっちゃんメーリングリスト 
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ｄ．論文・記事の掲載等について 

教育企画室のスタッフは、専門分野から大学全体の取組まで、愛媛大学での事例や研究成果

を論文や記事にまとめている。今年度は、以下の各種教育誌や新聞等に９本掲載された。 

また、著書に関しても、共著を含む４冊が新たに出版された。 

論文、記事一覧 

表 題 掲載誌等名 出版社
出版年

/巻/号/頁 
著 者

座談会パートの報告 

──働きがいのリアル── 
『大学教育学会誌』 大学教育学会 

2024年6月

/46巻/1号 
清水栄子 

日本の高等教育の質保証におけるアカデミッ

ク・アドバイジング評価の現状

『大学情報・機関調査研究集

会 論文集』 

日本インスティ

テューショナル・リ

サーチ協会

2024年11月

/13号 

清水栄子 

ほか 

アカデミック・アドバイジングを取り入れて

みませんか？ 
『看護教育』 医学書院 2024年6月号 清水栄子 

大学カリキュラムの未来  『月刊愛媛ジャーナル』 愛媛ジャーナル 
2024年10月

号 
上月翔太 

スチューデント・サクセスを支えるアカデミッ

ク・アドバイジング
『大学時報』 日本私立大学連盟 

2024年11月

/419号 
清水栄子 

愛大学生コンピテンシーの改訂―プロセスと

論点 
『大学教育実践ジャーナル』 

愛媛大学教育・学

生支援機構 

2025年3月、

24号 
中井俊樹 

未来思考支援科目「未来思考リテラシー」の

開発 
『大学教育実践ジャーナル』 

愛媛大学教育・学

生支援機構 

2025年3月、

24号 
上月翔太 

国立大学における大学院共通科目の動向 

―目的・科目数・内容に着目して― 
『大学教育実践ジャーナル』 

愛媛大学教育・学

生支援機構 

2025年3月、

24号 
上月翔太 

茶道文化で実現するユニバーサルデザイン：

共に学ぶ授業の工夫 
『教育学術新聞』 日本私立大学協会 2025年3月 清水栄子 
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著書一覧 

表 題 出版社 出版年 著 者 

大学における教育倫理の原則と実践  日本高等教育開発協会 2024 年 8 月 1 日 
中井俊樹、 

上月翔太ほか 

大学 FD 入門 ナカニシヤ出版 2024 年 8 月 1 日 
中井俊樹、 

上月翔太ほか 

なぜ少年は聖剣を手にし、死神は歌い踊るのか―ポップカル

チャーと神話を読み解く 17 の方法
文学通信 2024年 10月 1日 上月翔太ほか 

大学教育の国際化  玉川大学出版部 2024年 12月 1日 
中井俊樹、 

上月翔太ほか 
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Ⅲ．ＦＤ／ＳＤ活動を行う大学間連携ネットワーク等との協働 

ａ．他拠点等との協働による研修会の実施 

 今年度は、近畿大学ＩＲ・教育支援センターおよび大学コンソーシアム大阪との共催でＳＤコー

ディネーター養成講座とカリキュラム・コーディネーター養成講座（８月８日～９日）を開催し

た。また、カリキュラム・コーディネーター養成講座は、日本高等教育開発協会（ＪＡＥＤ）の

後援で実施した。両研修においては、本学と共催機関が連携して講師や運営を担当し、ＳＤおよ

びカリキュラム開発の専門的な知識を受講者に提供した。 

次年度以降も引き続き、他拠点等と連携して研修を実施する予定である。 

ｂ．他ネットワーク等への講師派遣・運営支援 

おおいた地域連携プラットフォーム主催「第７回大分合同ＦＤ・ＳＤフォーラム」（８月２日）、

大学教務実践研究会主催「大学教育の国際化 基礎知識セミナー」（１２月１３日）、日本高等

教育開発協会（ＪＡＥＤ）主催「学習支援担当者研修会」（２月６日～７日）、「第５回カリキュ

ラムコーディネーター養成研修会―初級編―」（２月１５日～１６日）、大学コンソーシアム大

阪主催「２０２４年度管理職者ＳＤ研修」（２月２７日）、教育ネットワーク中国主催「教育ネッ

トワーク中国第８回研修会」（３月８日）など、他ネットワーク等へ本拠点から講師の派遣を行っ

た。 

本拠点代表の中井は、現在、日本高等教育開発協会（ＪＡＥＤ）の会長を務めている。また、

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）の企画・実施統括者を務めるなど、ＦＤ・

ＳＤともに、本拠点から多数の講師派遣を行うだけでなく、運営支援にも深く携わっている。な

お、大学教育イノベーション日本（ＨＥＩＪ）においては、令和５年度より本学が事務局を担当

している。 

これらのネットワーク等との連携を活かし、大学教育の開発に積極的に取り組み、支援の対象

を全国の高等教育機関へと拡げている。 
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転載許諾済 2025.3.442



転載許諾済 2025.3.443



転載許諾済 2025.3.444



転載許諾済 2025.3.445



転載許諾済 2025.3.446



４ 第３期の事業報告 

（１）第３期５年間の総括（令和２～令和６年度）

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室は、令和元年８月に教育関係共同利用拠点として３度目

の認定を受け、令和２年４月に第３期の事業をスタートさせた。第３期事業では、個々の教職員の

能力開発だけでなく、「組織開発支援」を重視した取組を行った。第３期は、研修の実施形態に大き

な変化を与えた期間でもあった。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大により、外出

自粛や、移動制限など人々の生活に大きな影響を及ぼし、本事業においても対面での研修の開催、

講師派遣ができなくなるなど、本事業の計画変更を余儀なくされた。そのようなコロナ禍で同期・

非同期型のオンライン研修を取り入れるなど、効果的な方法を模索しながら実施した。この５年間

でオンラインの活用が進み、対面・オンラインそれぞれの利点を活かした研修を実施する等、受講

者のニーズに合わせて研修形態を選択できるようになった。また、コロナ禍の経験を活かし、全国

の高等教育機関が利用できるオンデマンドコンテンツの開発等、新たな取組も行った。以下、第３

期の取組状況を総括する。 

① ＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／カリキュラム開発の専門家・指導者の養成・支援

本拠点では、第１～２期からＦＤ／ＳＤ／ＩＲ推進の専門家・実践的指導者の養成に重点的に取

り組み、第１期からの継続する講座として、ファカルティ・ディベロッパー（ＦＤｅｒ）養成講座、

ＳＤコーディネーター（ＳＤＣ）養成講座、ＳＤＣフォローアップセミナー、インスティチューシ

ョナル・リサーチャー（ＩＲｅｒ）養成講座を開催し、合計１７９名の参加があった。これに加え

て、第３期からは新たにカリキュラム開発の専門家・指導者養成にも取り組んでおり、カリキュラ

ム・コーディネーター（ＣＣ）養成講座は、令和３年度、令和５年度、令和６年度の計３回で合計

９２名の参加があった。また、令和５年度には、大学職員のための生成ＡＩコーディネーター養成

講座と大学教育国際化コーディネーター養成講座を開催するなど、時代に即した分野の専門家・指

導者養成講座の開発、実施も行い、全国の高等教育機関の組織開発につながる着実な成果を上げて

いる。 

また、本拠点独自の認定資格であるＳＤコーディネーターについては、これまでに４３名（うち

学外者２１名）を認定し、第３期は１４名を認定した。設立当初は学内者が大半を占めていたが、

第２期の認定期間中（平成２７～令和元年度）は、学内者１０名、学外者１０名、第３期の認定期

間中（令和２～令和６年度）は学内者４名、学外者１０名となっており、全国へと拡がりを見せて

いる。 
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【第３期 各種養成講座の参加者数】 

〈その他〉 

令和３年度 

・ＳＤＣフォローアップセミナー ８名

令和５年度 

・大学職員のための生成ＡＩコーディネーター養成講座 ２７名

・大学教育国際化コーディネーター養成講座 ２０名

【第３期 ＳＤの専門家としての「ＳＤＣ」認定実績】 

年度 認定者 

令和２年度 ４名（学内２名、学外２名） 

令和３年度 ３名（学内０名、学外３名） 

令和４年度 ４名（学内１名、学外３名） 

令和５年度 ２名（学内１名、学外１名） 

令和６年度 １名（学内０名、学外１名） 

第３期合計 １４名（学内４名、学外１０名） 

② 研修プログラムの提供

本拠点では、ＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／カリキュラム開発の専門家・指導者の養成・支援に関する講座

以外にも、教職員個々の能力開発から組織レベルの教育力向上まで、幅広く高等教育機関で活用で

きる知識やスキルを習得できる研修プログラムを提供している。第３期は５年間で７０プログラム

を提供し、全国から延べ１２０２名が参加した。また、事後アンケートの結果、全ての年度におい

て９０％以上の高い満足度を得ることができた。 

【第３期 研修プログラム提供実績】 

年度 提供数 参加者数 

令和２年度 １２件 ２７２名 

令和３年度 １３件 ２０３名 

令和４年度 １２件 １３０名 

令和５年度 １８件 ２６８名 

令和６年度 １５件 ３２９名 

合計 ７０件 １２０２名 

年度 ＦＤｅｒ ＳＤＣ ＩＲｅｒ ＣＣ 

令和２年度 １６名 ３３名 

令和３年度 ３３名 ３７名 

令和４年度 １６名 ３０名 

令和５年度 ７名 １７名 １９名 

令和６年度 １９名 ３６名 

合計 ４０名 ５１名 ８０名 ９２名 
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③ 研修講師派遣

多種多様な研修のニーズに対応できるメニューと体制を整え、第３期は５年間で延べ１８５機関

に対し、合計２３６件の講師派遣を行った。また、単独ではＦＤ／ＳＤ研修の実施が難しい小規模

校に対する派遣を積極的に行うとともに、四国地区以外の地域ネットワーク（コンソーシアム等）

に対する派遣も積極的に行った。なお、第３期から、高等教育機関への組織開発支援に注力するた

め、高等教育機関で実施した講師派遣のみ実績としている。 

【第３期 講師派遣実績】 

年度 件数 機関数 

令和２年度 ４３件 ３３機関 

令和３年度 ５４件 ４２機関 

令和４年度 ４９件 ３７機関 

令和５年度 ３６件 ２８機関 

令和６年度 ５４件 ４５機関 

合計 ２３６件 １８５機関 

【第３期講師派遣 地域別内訳】 

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 その他 合計 

令和２年度 
０ １ ５ ７ １１ ８ １１ ０ ０ ４３件 

０ １ ４ ６ ９ ５ ８ ０ ０ ３３機関 

令和３年度 
０ １ ９ ７ １５ ５ ９ ８ ０ ５４件 

０ １ ７ ７ ９ ５ ９ ４ ０ ４２機関 

令和４年度 
０ １ １５ ５ １５ ４ ６ ３ ０ ４９件 

０ １ ８ ５ １２ ４ ４ ３ ０ ３７機関 

令和５年度 
０ ２ １１ ３ １１ ４ ３ ２ ０ ３６件 

０ １ ８ ３ ７ ４ ３ ２ ０ ２８機関 

令和６年度 
１ １ １３ ５ １３ ８ ９ ４ ０ ５４件 

１ １ １１ ５ ９ ７ ７ ４ ０ ４５機関 

④ 情報発信

第３期は各種刊行物の発行を継続しながら、新たにオンデマンドコンテンツの提供や、情報発

信ツールの構築に注力して取り組んだ。これらの取組により、デジタルツールを通してより多く

の全国の大学教職員に情報を届けることができ、利便性が向上した。 

〇各種刊行物の発行 

 本拠点では、教育改革や改善を進めるため、現状を把握・分析し刊行物として情報を公開して

いる。本拠点が発行した主な刊行物を以下、記載する。 
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「ＩＲ Ｎｅｗｓ」 

教学ＩＲ担当者への支援の一環として、調査結果から想定される課題や

学内外のＩＲに関する取組を掲載し、各種研修やホームページ等で提供し

ている。第３期は毎年１回Ｖｏｌ．８～Ｖｏｌ．１２を発行した。 

「データから考える愛大授業改善」 

学生の背景や教育の実態を教職員が正しく把握し、授業やカリキュラム

の改善を考えるきっかけとするため、愛媛大学の教育データをポスター形

式でまとめ、広く教職員に配付している。第３期は令和３～令和５年度に

Ｖｏｌ．０６～Ｖｏｌ．０８を発行した。 

「大学教職員のためのブックガイド」 

本拠点が推薦する図書をテーマ別に厳選しまとめた三

つ折りリーフレット「大学教職員のための３２冊」（平成２

７年度発行）の改訂版として、令和３年度に「大学教職員

のための４８冊」、令和６年度に「大学教職員のための５６

冊」を発行した。 

「大学教育実践ジャーナル」 

高等教育の発展に資する研究論文や事例報告を掲載

しており、第３期は第１９号～第２４号を発行した。令

和３年度に発行された第２０号は臨時増刊号として発

行し、コロナ禍における大学全体、各学部・研究科で実

施された授業や学生支援での様々な取組を特集した。 

〇オンデマンドコンテンツの提供 

能力開発支援の一環として、他大学がＦＤ／ＳＤ研修や教職員の自学自習教材として活用可

能なＦＤ・ＳＤに関する動画を開発し、令和２年度から教育企画室ホームページにて多数公開

している。令和５年度にはＹｏｕＴｕｂｅチャンネル（愛媛大学ＦＤ・ＳＤチャンネル）を開

設し、これまでに教育企画室が関連する各種ＦＤ・ＳＤに関する動画を７５本（令和７年３月

２０日現在）配信した。 

〇情報発信ツールの構築 

令和３年度にホームページの利便性を高めるためにリニューアルを行い、動画の閲覧やスマ

ートフォンからのアクセスに適した仕様となった。また、教職員能力開発（ＦＤ・ＳＤ）に関

する情報を配信するため、令和５年度にＹｏｕｔｕｂｅチャンネル・Ｘの開設、令和６年度に
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ぼっちゃんメーリングリストの運用開始といった取組を行い、全国の大学教職員に広く情報を

届けられる仕組みを構築した。 

⑤ ＦＤ／ＳＤ活動を行う大学間連携ネットワーク等との協働

第３期は、他拠点や、コンソーシアム等との連携を強化し、大学間連携ネットワーク等への研修

講師派遣・運営支援をより積極的に行った。主に芝浦工業大学（理工学教育共同利用拠点）、名古屋

大学高等教育研究センター（質保証を担う中核教職員能力開発拠点）、日本高等教育開発協会（ＪＡ

ＥＤ）との協働で各種研修を実施した。その他、全国規模のネットワーク組織等に講師派遣を行う

など、大学教育の開発を進める組織との協働を積極的に行うことで、支援の対象を全国の高等教育

機関に拡げている。 

【組織開発支援】 

 本拠点事業第３期は、全国の大学のカリキュラム、制度、リーダーシップ等の改善に向けた支援、

すなわち「組織開発（ＯＤ: Organizational Development）」支援に取り組み、各組織における自律

的な教育改善の促進を目指すことを重点取組としている。第３期は、５年間で延べ２５０機関に対

する組織開発支援を行うとの成果指標を掲げ、研修実施や講師派遣、コンサルティング等を通して、

計２６７機関への組織開発支援を実施した（令和７年３月２０日現在）。 

 引き続き、それぞれの機関の実情や要望にあったプログラムによる研修やコンサルティングを実

施するとともに、現状に即した新たなプログラムを開発し、全国の高等教育機関への支援を拡げて

いく。 

※組織開発支援を提供した機関数は、カリキュラム、制度、組織体制などの組織的課題の解決に向

けた支援を実施した機関の数である。研修による組織開発支援は、実施期間２日以上の組織開発支

援を目的とした研修を対象とし、かつ個々の参加者の状況に応じた実施計画の策定まで支援してい

るものに限る。会議参加や面談などによる組織開発支援は、実施期間２日以上の継続的なものに限

る。 

年度 実績 

令和２年度 ５２機関 

令和３年度 ６６機関 

令和４年度 ４８機関 

令和５年度 ５７機関 

令和６年度 ４４機関 

合計 ２６７機関 
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愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室規程 

令和６年４月１日 

規則  第 ４６ 号 

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室内規（平成１８年５月１０日制定）の全部を改正する。 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、愛媛大学教育・学生支援機構規則第１０条第２項の規定に基づき、愛媛大

学教育・学生支援機構教育企画室（以下「教育企画室」という。）の組織及び運営に関し、必

要な事項を定めるものとする。

（目的） 

第２条 教育企画室は、愛媛大学教育・学生支援機構長（以下「機構長」という。）の指示のも

と、愛媛大学（以下「本学」という。）の教育に関する諸課題について調査、研究等を行うと

ともに、その成果をもとに教育施策を企画し、本学の教育改革を推進することを目的とする。 

（業務） 

第３条 教育企画室は、機構長の指示に基づき、次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 全学的な教育企画、教育改革等に関すること。

(2) 全学的な教育課題に係る調査、研究等に関すること。

(3) 教職員の能力開発の実施に関すること。

(4) 四国地区大学教職員能力開発ネットワーク事業に関すること。

(5) 教職員能力開発拠点事業に関すること。 
(6) その他教育開発に係る調査、研究等に関すること。

（組織）

第４条 教育企画室に、次の各号に掲げる職員を置く。 

(1) 室長

(2) 副室長

(3) 室員

２  室長は、機構長が指名する副機構長をもって充てる。 

３ 副室長は、室員のうちから、機構長が指名する。 

４ 室員は、教育・学生支援機構及び教育学生支援部に所属する職員のうちから、機構長が指名

する。 

５  副室長及び室員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

 （職務） 

第５条 室長は、教育企画室の業務を掌理する。 

２  副室長は、室長の職務を補佐する。 

３ 室員は、教育企画室の業務を処理する。  

 （共同利用運営委員会） 

第６条 教育企画室に、第９条に規定する共同利用の実施に関する重要な事項を審議するため、 
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室共同利用運営委員会（以下「共同利用運営委員会」と

いう。）を置く。 

２ 共同利用運営委員会に関し必要な事項は、機構長が別に定める。 

 （プロジェクトフェロー） 

第７条 教育企画室に、愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室プロジェクトフェロー（以下「プ

ロジェクトフェロー」という。）を置くことができる。 
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２ プロジェクトフェローは、教育企画室が行う教職員能力開発に係る研修の企画、実施等に参

画する。 

３ プロジェクトフェローの受入れに関し必要な事項は、機構長が別に定める。 

（認定研修講師） 

第８条 教育企画室に、愛媛大学認定研修講師（以下「認定研修講師」という。）を置くことが

できる。 

２ 認定研修講師は、室長の依頼に基づき、教育企画室主催又は四国地区大学教職員能力開発ネ

ットワーク主催の教職員能力開発研修の講師を行う。 

３ 認定研修講師は、本学の職員（教育企画室の室長、副室長及び室員を除く。）のうちから、

室長が推薦し、機構長が当該職員の所属する部局等の長の同意を得て、委嘱する。 

 （共同利用） 
第９条 教育企画室は、教職員の能力開発のため、本学の教育研究に支障のない範囲で、本学の

プログラム、設備、資料等を、他の高等教育機関等の利用に供することができる。 
（事務） 

第１０条 教育企画室に関する事務は、教育学生支援部において処理する。 

 （雑則） 

第１１条 この規程に定めるもののほか、教育企画室に関し必要な事項は、機構長が別に定める。 

  附 則

この規程は、令和６年４月１日から施行する。
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愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室共同利用運営委員会内規 

 

平成２２年３月２３日 

制        定 

 

 （趣旨） 

第１条 この内規は、愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室規程（以下「教育企画室規程」という。）

第６条第２項の規定に基づき、愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室共同利用運営委員会（以下

「運営委員会」という。）の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （審議事項） 

第２条 運営委員会は、教育企画室規程第９条に規定する共同利用の実施に関する重要な事項を審議

する。 

 （組織） 

第３条 運営委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

  (1)  教育企画室長 

  (2)  教育・学生支援機構の専任教員 １人 
  (3)  教育学生支援部長 

  (4)  学外の学識経験者 若干人 
２ 前項第２号の委員は、教育企画室長が推薦し、愛媛大学教育・学生支援機構長（以下「機構長」

という。）が指名する。 
３ 第１項第４号の委員は、機構長が推薦し、学長が委嘱する。 
４ 第１項第２号及び第４号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生

じたときはこれを補充し、その任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 第１項第１号から第３号までの委員の合計数は、運営委員会の委員の総数の２分の１以下とする。 

 （委員長） 

第４条 運営委員会に委員長を置き、機構長が指名する。 

２ 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。 

 （議事） 

第５条 運営委員会は、委員（代理者を含む。以下同じ。）の過半数が出席しなければ議事を開くこ

とができない。 

２ 議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

 （委員以外の者の出席） 

第６条 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を出席させ、説明又は意見を聴くことができる。 

 （事務） 

第７条 運営委員会に関する事務は、教育学生支援部において処理する。 

 （雑則） 

第８条 この内規に定めるもののほか、運営委員会の運営に関し必要な事項は、運営委員会が別に定

める。 

 

   附 則 

１ この内規は、平成２２年３月２３日から施行する。 
２ この内規施行後、最初に任命される第３条第１項第３号及び第６号の委員の任期は、同条第４項

の規定にかかわらず、平成２４年３月３１日までとする。 
   附 則 

この内規は、平成２３年５月９日から施行する。 
   附 則 

この内規は、平成２７年４月１日から施行する。 
   附 則 
この内規は、令和４年４月１９日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 
  附 則 
この内規は、令和６年４月１日から施行する。 
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愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室共同利用推進会議内規

平成２２年４月２１日

制        定

（設置）

第１条 愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室規程第１１条の規定に基づき、愛媛大学教育・

学生支援機構教育企画室に愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室共同利用推進会議（以下「共

同利用推進会議」という。）を置く。

（目的）

第２条 共同利用推進会議は、愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室共同利用運営委員会が定

める基本方針に基づき、共同利用の事業等を実施するために必要な事項を審議する。

 （組織）

第３条 共同利用推進会議は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

(1) 教育企画室長

(2) 教育企画室副室長

(3) 教育・学生支援機構の専任教員 １人

(4) 教育学生支援部長

(5) 教育企画課長

(6) 人事課長

２ 前項第３号の委員は、教育企画室長が推薦し、愛媛大学教育・学生支援機構長（以下「機構

長」という。）が指名する。

（議長）

第４条 共同利用推進会議に議長を置き、機構長が指名する。

２ 議長は、共同利用推進会議を招集し、主宰する。

３ 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

（議事）

第５条 共同利用推進会議は、委員の３分の２以上の出席がなければ議事を開くことができない。 

２ 議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。

（委員以外の者の出席）

第６条 議長が必要と認めるときは、委員以外の者を出席させ、説明又は意見を聴くことができる。 

（事務）

第７条 共同利用推進会議に関する事務は、教育学生支援部教育企画課において処理する。

（雑則）

第８条 この内規に定めるもののほか、共同利用推進会議の運営に関し必要な事項は、共同利用

推進会議が別に定める。

附 則

この内規は、平成２２年４月２１日から施行する。

附 則

この内規は、平成２３年５月９日から施行する。

附 則

この内規は、平成２４年５月１５日から施行する。

附 則

この内規は、令和４年４月１９日から施行し、令和４年４月１日から適用する。

附 則
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この内規は、令和６年４月１日から施行する。
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 愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室プロジェクトフェローの受入要項

令和 ６ 年 ４ 月 １ 日
制         定

 （趣旨）

第１条 この要項は、愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室規程（以下「規程」という。）

第７条第３項の規定に基づき、愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室プロジェクトフ

ェロー（以下「プロジェクトフェロー」という。）の受入れに関し、必要な事項を定め

るものとする。

（資格、業務等）

第２条 プロジェクトフェローは、愛媛大学の教職員以外の者であって、教職員能力開発

に係る知識、経験等を有するものとする。

２ プロジェクトフェローは、教育・学生支援機構教育企画室（以下「教育企画室」とい

う。）における教職員能力開発に係る研修の企画、実施、調査研究、教材開発等に参画

する。

（推薦）

第３条 教育企画室長は、愛媛大学の教職員以外の者のうちから、教職員能力開発に係る

知識、経験等を有するものをプロジェクトフェロー候補者として、教育・学生支援機構

長（以下「機構長」という。）に推薦する。

（委嘱）

第４条 機構長は、前条の推薦があったときは、当該者の所属する機関の長の承認を得て、

国立大学法人愛媛大学アカデミックアドバイザーに関する規程第２条第３号の規定に基

づくプロジェクトフェローとして委嘱するため、国立大学法人愛媛大学アカデミックア

ドバイザーの受入細則第２条第２項に基づき、学長へ委嘱を依頼する。

（受入期間）

第５条 プロジェクトフェローの受入期間は原則として１年（年度途中に受け入れた場合

は、受け入れた日の属する年度末までの期間）とし、更新することができる。

 （プロジェクトフェローの取消し）

第６条 機構長は、プロジェクトフェローから辞退の申出があった場合、プロジェクトフ

ェローが本学の業務に支障を来すおそれがあると認めた場合その他必要と認めた場合

は、学長へプロジェクトフェローの委嘱の取り消しを申し出ることができる。

（謝金）

第７条 プロジェクトフェローに、国立大学法人愛媛大学諸謝金取扱要項に基づき、謝金

を支払うことができる。

 （経費の一部負担）

第８条 教育・学生支援機構は、予算の範囲内で、プロジェクトフェローの業務等に係る

経費の全部又は一部を負担することができる。

（事務）

第９条 プロジェクトフェローの受入れに関する事務は、教育学生支援部教育企画課にお

いて処理する。

 （雑則）

第１０条 この要項に定めるもののほか、プロジェクトフェローの受入れに関し必要な事

項は、機構長が別に定める。

附 則

この要項は、令和６年４月１日から施行する。 
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愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室

共同利用運営委員会委員名簿

氏 名 所属・職名 備 考

中井 俊樹

清水 栄子

桐野 律子

榊原 暢久

丸山 和昭

竹山 優子

小林 功英

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室長、教授

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 准教授

愛媛大学教育学生支援部長

芝浦工業大学教育イノベーション推進センター長 教授

名古屋大学大学院教育発達科学研究科 准教授

筑紫女学園大学教学支援部教務班 班長

日本私立大学協会広報部企画課長

第１号委員

第２号委員

第３号委員

第４号委員

第４号委員

第４号委員

第４号委員

共同利用推進会議委員名簿

氏 名 所属・職名 備 考

中井 俊樹

高木 佳代子

清水 栄子

桐野 律子

（桐野 律子）

久保 秀二

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室長、教授

教育企画室副室長、愛媛大学教育学生支援部教育センター事務課 課長

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 准教授

愛媛大学教育学生支援部長

愛媛大学教育学生支援部教育企画課長

愛媛大学総務部次長

第１号委員

第２号委員

第３号委員

第４号委員

第５号委員

第６号委員
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